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狭　さ　門4回生山崎真書
去る十二司りヨ敬司疹らしく教各という縛へ足を向けた。そり密り藷はジ

イ謳、今破き門」の虫輯モルか鑑竹を寒くして承き門より入れ頭ひ、に至る円は大

きく，えの終結広く，えより大き老多L毘和二重る口絵破く，そつ路は細く且を亀

虫す者少し．と　う斬琴解釈であったり　これを風いくいた色釦は己に歩んだ皿

卑覇も撮り直って見た，果して何が残ったい’写　東和にも空しい．愚カ＼な恥し

らずな珂日舟と轟浣㌢摩カり少ない音大な函南か準膏ゝ廃案すべき急騰専日竃

であったかをあほか」こも享り冬祭り扱いとして思い毎らきれたりである。例

いざぎ　萌私も、べきr射場Jという言貴に惑わされて，息に尊．ちてべき協勉」を帯深くも

藤森L筆軋なる蚤を人前に現わすりを｝種の取とご蒔く単鼻を射　た牛7－

トか蘇らなかった巧する車を辛気なし，又後なく毛色増？二していた。又をうで

からとも、つて嶺愚書を論んだいといへぼ，色の教は命中こも寡少である。篭、へ

ば患かな事だ，このこ　う峯貴誌蕃なるもつも誇るもうつない預金りない銀行

邁怯むある。欧米り孝弘は森泉鴫衆して箕かさな＼j L∴猛烈に勉強すると蘭く，

旬冷試験に困るからでもめろうが．裾孝は小学一士，などと、リ　レ、ソテルよりも寛カ

をよす！琶大現すうち、らである。殊に嬢人主義の勧隠しr二可そ結実カつないも

りは観象するりが一辺範でむう．つまり生命摘魂）に空ろに・ま狭さ門．鰭い路を歩

まねばならぬ。韓が氏衆愚カ、な亀谷こそ一生懸命にすべきでちるつに；何ら努力

する苛なく良き格を歩いていたりであるも　諸悪J蓋し将来，芭ウ行く手が成筒

になってめれば▲ためらう事なく函複写，碩しく暮しlゝ路も護が給え，多くつ壌尊

かあうぼろ　ボ守れ庵藷尊か鶉専べき　泉がり　こえて　トうだろう。める高

名な称号者巧くLつり獲かい－成功洩，％り天牙と轡％り汁よりなる〃ヒ黄身

ヒして酎Jである、色弁と同じく天才やな　愚かな凡人と考えていう攻入よ，僅

少でも嘗カしようではないカ、り　一再二十百，努三十友松東野大塊領となったケ

ネ羞軋り覚値凍祝を鵠まれたれ左周つ皇施したオ捜し、名文を称え急と東に言

ニモもやは昭狭さ門」を後嗣している綾を鬼虫されるモあろう了一・一（嘲一哉ぺが台

東り謹韓と成就の射二町、カ、なる姉音もk町かなる蜜希をも奮　い、いかな

る春雄にも立ち飼い，いかなる反柁も文庫いかなる敏にも村境するとし）ラ亨

乞触らやよト栂・これら息では百日で速成されるものモはない，千EU、や息女

轟とも＼けても終らないかもしれない，Lも＼し墟めようではないか」喝ト」。

甘塩偉いゝ予して寮暗しい同志諸君、嬢衆に智恵されて属きつ骨疎つ，もつヒ

才力デ　ゥタタ　匂匂　巧すする争覇こ阜思して下れ）。
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‘‘卒葉　を前にめ

4回生　堀　予工　一勝　之

ふう藍色隠れてⅦ・年rり稲田が洩れた。嶺く頂いた叡ム乃名を見る巧もW象

竃であう∴正司り損も下旬に入ると、酎太一竃一日七長く守って行き、卑冬

へり邑温みを感んす’るヒ素に、学園も去る日も開法に逸って来た。等いtを資

冬一宮に泉し冬ない乍ら、官軍にめ等通り．単式い車線くしてわ女中こも夷い

易勺、ったようでちら。Ⅶ年喝を載ってみ急と∴　〆ランコりと雷東っ一喝虫∴

隠各軸稔入門りこ周生、夷終り三唱もヒ温ぎl学転々治り誓値上げtの客モあ

るⅧ闇虹で洩、櫓りらしさもりを感んじて終ろうヒしていろ。語うに決して

鴫邑ヤ学生で簿やはなわ、ったけれども．友八のこと、努尭したこと、憩い由

ずることは争くく、冬て毛蟹に尽すこと線虫泰㌔、い。卑寮を田村たした今、、

漁く院をたゝ　く　もりを一つを託したい　と思う。

あう薮、免は禽湘つ寄席に線布したことがあう。そり帰途に、魔旦覇ダム

を訪れ、深い確信を覚えたりであう手　首希う雄大きは包環もつもりの婆でも

ィたが、二、で大きなダ、卑り｝息にたたずんだ、とき・攻めて八蜃っ僑太さ・

入力り偉大さに互たれ、7アイトを各身に葵醸した。、、妾りファイトと底、八

智、入力ウ聾を碩ううとする木慮り努泉ではないが。′′ヒ友人と語ったもので

ある。境線は酸いである。乾皐も敬いであを。しかし銑枚はそり轍いつ車に

カウ壁を破ろうとする爽しい嵐を塔晃裏革希い笥鴇措倒れもヒこち書で敵う

そうだが、Lカ、し額峯にf　戦いり藩義、など長与べ　もキいつであさ。

写真と漁色を比較してみると、写息には確り＼に低温り及ばぬ韮硬さつもも

のを如与二七が虫来る。亘才しども蕊蘇り確勧している喩観ヒ、磯い神経とを

感じとることが由奉りいつが淋しい。曽やい左晩に寒々つもりでわを〃恵佐ヒ

間藤に、包己の億食に塞いて、亀吉の鴬恵を実粗金に礁躍起来るならば最大

クをがを摩する．森々り同輩、鬼輩、後輩り皆さんが各々りコースに温むの

は勿漁モあるが■、監渡生き甲斐を懲んで鳥人こそ、入り最たる適を歩んだ、と

云え衰しよう。私自身、日本の化学工常巧藩を歩むこいニなる。痺恕ヒ独動

線り養生一虹柊も続けうま裾象やわき　たいと頼っている。患い血気，これ捜

与良のシンボルである。一生欠いた　ないエ諷′レギ｝やもう。妾の7ァイト

を凍ち続けたいものである。

く′1）



軍　車

i回生　田　中　改　野

学僕が小さいためにプラ芥も葛黙小乳礫と守り、不溶亀にはなりやすいが、

葡萄が皆親しくなるという良い点がある。鬼甘E S Sり追起しコンパがあっ

たりモ、複葉が終るとわたふたと宴冬場へかすっ寸た。定則より左各イ良しカ＼

おくれていないりに多く思まっておられた。貴くやいなや「もっくおられま

すか写」と女性に落しかけられた。「なにを？」ときき彗＼え十覇もない㍉名

簿らしさものをちらっとのぞかきれたやで「来たな」と習いながらも、、蕊き

ち浸けおおっいて金．を堪った。転べたこともない射落軒車食　ガヰセガヰヤ

いわヰながら、行われているカ＼くしまにも泰詔心で、やづと食べ終った。出

て行　電江智弘をやじに大いにLやべったり繁った目した。ESSつつンノミヒ

い川つくも、発雷で落せるわけやもなく，巳本尊のわいさっもなって＼ゝなかっ

た。僕や番が来て打か別れのことばをいわなければ与らないつで、英語一つ敦

の改轟で、うち棲えり寵を合ってやれ上智っで音■い由した。二三行すみすら

まえ†ニヒ思ったら、沓がや勺＼琶しく号うりで、これはバレたつかと篭って少

しつきった。少し培ういうりを商いでいると何もわかっていないらし七＼った

が冬喪は僕の号が上っくしまって積の文鳥を忘れてしまったゎたわいもなく

ここで畠求して、もうかんべALでもらっ十二。ノ＼車頃に守一つて肇長々ヾ、「こ

こそり各は終1日こしたい」といった句でP等掟羊lいうミニ環思注写7．と竃い

ながらも外へぬた。町囁生り人たちがrついて釆・、ゝ．と言うのでぞうそ、、らつ

いて年くと喫茶店へ入って行く巧で僕もついて」＼つた∴　ここでは皿筍生から

おごってもらえることがわも＼った。な引戻どそい、えば、前会葛でそろっこ「た

だ塩ビ恐いヽもりはない上とロ1こしていたわけでヾ冬わカ＼っ十∴一徹擾いもり

では少しつまらないし志＼、ヒ気つをなりで最低の一つ上り庵屠りもうを注文

した。たいしてうまく簸なかったがただという魅力が各伝ってマアマアむあっ

軽。蒸し暑くやかましいこう庵を虫急と、また「ついて太い．といわれて、

今夜はのみ蜃承り軒へ希った。官本濁乞注文して、才きんはどうだつ、この

単色セガとしただつ、転生り零点を小、では大養いをした。泉がっいて或る

と十し藤キヒ救命も射ゝゥ　この璃子だと蚤終電史に覇にあわないつで泉でd

いた。丁嶺壌う具息が悪く泰きゃもっ巧、とそれも心郡であった。施す、くさい

療各も勧めてクもうなりやきれいこたい釦で　もっとも骨薄い＼ち巧＼りたりだ＼
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が〕′乞二をぬた。終電車に覇にあいそれ二もないことを告げると㌣カ＼毒わな

、、七、ら叶を歩こう」といわれたので、ついて、ゝづ転。たい＼に乳庵が良かった。

＋八度がぞろぞろ歩いてし、奇の七八が寛たら鼠や＼らず思うナごろう。しかし令

にして黎っぼらいが外を歩く気轟がわかったような泉もする。磯つぐめ川は

一応も、きまトト　うやらダクシ｝に乗せてもらえそうだと習うようにな′仁

たりしくなった。牙｝り場息でもどうにち＼象へ射寄れるぐらいの金もあうし

長南ヒいうほどでもないが度砲がすわった。やはりタクシLに乗れた車、僕

が一番遽いつで気の泰やあった。乗りごこもはす息モあった。

二次各三次息という終敦が、初めてでわ引でか■）でなく、上級嵐に綜ごら走る

ということも初めてであった。亀有も巧＼くごはしていたらしかったが、いづ

七佃客分にも釦まもボ諷わってくると習うと骨、な気韓である。グラブに入っ

て鬼婆の雫恵をこうむったのはこれが初めてであ巻といって夜来一札であろう

カ＼…一一。珊患い前途を心から祝福とこけ鬼寒である。

三木

3回生　　竜　久イ畏　敬　ヌ見

ノ人　　生

『人魚は多丸森藩喪なものでちううが、しかし八丁訂かこせ軍に爵熱とつ＼たむけ

一、・・∫・ご　　　　　　・　・・●　　．・　　　　　　　　　　　・．、

これはめる作家つ官賓であるゥ　ころ音一条く二は東がち巻ヒ思う。

地球は大晦系のやり一つか番鼠にすぎ、ず、乞乙り太陽系は，銀宵泰車窓かや

つほんのキ隠し隠置してお県　それ」二生み　ひいて嫁入額が亀虫したの塩

草守る偶然つめ瑠㈲化学釣な条件が蜜ったち＼らJこすぎ甘い。

こう斉えてみると庭球としううもつつ存在極値は何もなも〕ことにナ招　猛る，

人せつ風食味さとい　二七にノつながって　う。

しかしもれだからといって八両が生きていることは簸禽味なことだと蓋う

つやは射工人軋女体ヒしての竃京口意見虫せな日が　甘▲省に裁マがすごして

∵る生汝には、それ虻れ美しきや喜び、がいっぽ㌧1ある。痔に産苧｝鼠丸がぺ

生息柊ヵ＼ら斉丸紅ぼまったくィ無常の有為写りでわをボーに檜熱をつくしてい

う入間つ峯というもり凍　麻に寮薄らLiゝ貴しゃがめる1ナ二と左揉、、美しい

童と．之れがそうときに超写しなければ二軍と豪家与も、）も・ううおく、鏡簿も

〔Sつ



凄しんモ韓殊に浸入する詩人，あるい嫁，もりにとりつかれた様？二、｝心に

カツズくけ私募を塗りたくってい奇温顔．硬寄りそのような巻上凍、聖うす

電ことが人生あ榛にヒっては金く息′噂のニヒであるだサー、づそうの葵t．き

ガあう。カ、く　りごとく八囁紘ずっと旧い喧鴎けら鳥目的なべ生を力いっぱい

生きぬいて来たし一　路泰もそう　していくだちうと悪う。

誌　鬼のここモ云うr人生の意義」というクつは，人生女体に姓する禽象

り＝ヒである。人姐に於けう個々り斬れこついては．それぞれ竜泉、

もめり、可的もめ弓だちう。

常∵荘　′■‾二　や、

寓斬り冬は寒い。これが何針）も椅麗鶉だ。食事積木最や大使に比べて，

教鎌（冬には）廉い。生れは地理鶴に金地であること，大湊小ら日本海を冷

汗敬がわたってくることに′取ると思われる。乞れi二吐くと大きな額があうこ

とも何か萄僚するつでは守からうち＼。（これ塩恵の確定である。）

寒するに，宮屈は大嶺姐気候だ。冬は養いくせに宴に養いの一十　二＼カ＼ら

きている。

鼠れに東都り承り各－つり埼徹は，車両が姫軌こ多いことであう。東雨り

ない竃の牙が少ない　らいざ。尊意のんに薫り雷があらわれるとすぐ車両れ

尋。寒い風も終って疇雨が亀遷して行く。

努三は希が濱いことだ。これも来いということに慈壕に覇億すう。積、海

象か中に，京都歌がぽんやタラヒ浮び上っているかは　ほ示＼に繚鰭も勿薫がゝ

生す」奴勇＼は何つと　えもない。

・ギ　　　雪

この入射恵色々ナよ韓鹿に嘗鬼〉　包射まもり車で浮いたj）沌ん畑）してし）を㍉

包み強奪にはそ・つ蓮か中心人物であった牛車には傍観者であったりする。

包みにとって八娃」立案しいもつでもあるが，又蕃しいもつでもあう。鳥竃

七・轟々ヒ透るつが夜いつか，悪いつか、包みには食ら厚い。

承認ま密も刻み，人生は週ぎてゆくりカ＼，二九七＼ら魔まうのか一一…p由卦

には掛らない。

艶麗と成功，音しみと嵐が、乞れらり罷り車空車は過ぎげく心

（ふう
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〔－帝うかがい〕

㌦人後を曳しく”

3回生　山　名　貞　夫

「○転諭．1＼離台めての夜寒で多毛や　これまでは島本の身モ凍えるヒ藍蔑

見やことを奮くりが気小かけたが、包みの洩娃かな凍えも述べる・ことによ阜

皆に教えられ摩哀しもいくりがあたi）まとと者も，唇か恵しく蟹もヒった東

野であも。あいづ梅をさえずちかと思われる牙は一笑に付して頂きたい。

し鴫このせ1こ生れ由仁からfこはれ人生は楽しくなくては′′またIl喪しまなく

ては箱やというのが儀の目下のがめつ冊ヾ至極あたりまえの人生観であう。八

女などと大げきなことば亮ミミ　をするに患日の旦簿を楽しく　というjきゃかな

もりで十花に輝に「ス庭りすべてを楽しみ等い複十二とはない。」などと琴かま

しいことをいも、うとする舞えほきらきらない。（★ホン｝ヰ千舟ダヰアイ）

一℃＝二乗しきといってもいちいろあるが、「湿りたつしきJなんてもりは線

外モめり、や凍り冬日を正し仁慈してい急患に「患り察しさ．京もものであるっ

毒すこ毎日をマージャン，パ手ンコl礫恵などついわゆる「壌森」ぼ彗＼りで尭し

むこいう者があれば、これで吐息に索しんていゝることにほならねだろうっ楽

しさ）二は魚でと各八により違いがあるが，そこにはたの大畑ノに「頂き」という

よう存もりがなければならぬ。各人が包みの能力を｝甘いに魔、穫し、包みに

与えられた佐翠にbesむを尽して打ち込む、正しさと零カのあう生藩に亙り

奏しさがあり，そしてそこに幸福ヒいうもりが見虫されよう。（エエ・かソコイウタッグ）

素敵に毎にもなく大風哲冒なことを送べた彗尊するに日々のを法も疎Lむ，

、’生活とエンジ了イオうりという熱蘇りある，咽るもりでっがっし射ゝ，のんびりとし

た短命を播とうといいたいので′ある。偉遮音車腐り料は何かにつけ怯みり多

い琴であ畑現成り凝各人絶大なりノ十万′ロイロ′ゼ無為ヒ、、・われノ日本は

青年の包額者が嫁に多い冬　だ㍉ヾ　包裁つ僚寓は有であれ）どんな逢塊に立

ってもこう“生港を察しむク、（人生も療しく万という「糸車aJと擦ったなら太てい

の白老などハ、わでたことヒ習うようになる巧では専専らうか、（アマイカナ）

「心に丸亀も繚て」「ロが与に太陽を簿こ」と揉よくいったもりモある。

亀成り日本もは　草生にお1て結束牽入試，髄懲りためり成績封一主義、り
r7）
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領海）温息において嬢温費虫せ戊どじ詠みり包ぬなま喝で曳麿を衆㌦虻に瀾

糸才軌も沢ふっ瞳藩があるが、こんなことを政治が悪いのどうりとしや韓＿く

せをっけでも急には組合が轟くなろうはずがなく、める寝息斜裕を奉ってま

わり連もL．散漫盤乞掛もっゝ軋各り攻尊に撮み，ごり蕃しみを敵えた後に

楽しさと蔑見すべきであう。

しかしながらよくある戒窓牙一五象のか）か憎さん｝あっ幸二の手引曇

を増やす雪目ニー生けん命な青々を、健のよう句可でもよいから畳庖＿を東何に

して取るかにW奮ノ＼蕃しているヤツも＼ら見ると、布と料徹りない克つ秦与ヤ

ツよと．鳴らとは鮭漁に克つ奥しきがあるのやろうガ＼ヒ、老婆心ながら心配

する次努である。（アガンモノ　7ヒガモカナ）

ある窺摩り成簿は取っておか恥、と，現葵にはい漆礼に耳ゝ地租ヒっけな

くなり，台風の能力を鬼塚するehdnC色がなく射工　藍港を楽しむというこ

とに影賓を与えろかも知れぬいち轟にはつまらぬこともやらわぼ守らぬ堵各

もあろう。しかしやっぱ1藩恵なら著者らしく選敏もし）雷鳥し，飲み敬い、

マージャントパヰンづ）噴泉で気を陪らし）ハイキン争）ム）スキーなどに

毛布きしコレガイイタカ　ずつ東泉気　養って　はっちっとした元気さで台谷の車

両｝駐車にオちむむようにすべきである。試験に膵∂泉乞戦きだ中二議定せ

ギ東電巧碍女に更に私むべきだろう。こう何カ＼に硬頭するという寒気も得る

ためには蕗や魚破きが必尊でわざ），この恵硬きっためり楽しみというニヒが司

ぞり生活の車モ又大電篭であり、かいてほこり恵めきっためり奏し為り短詞

に糾八如くえをされることにもなうう。蕃1－番には善し凍ヒしわ＼由衆ぬ索

しみも察しむことが蚤も大切なことで味なからう弁。

さて，4甘藍の諸兄常にはこの凛は砕鉱乳碑逸草城におめでとう存じ窒

す。よく鑑息にぬると牽生り蘇りような台東守気席は梼蟻できぬ守ビと専ら

敵軍のみも後親したようなことがいわれておりますが、産金では温各な申こ

包本のbeStを尽し　正し　をあくまで簿も窺けて下さい、生して包みつ仕

事に巌んや辛鴬後も裁有り密漁イヒ単線が天下り幾組化学酎こ守るよう衛尽力

＼下さい。（トキこハコウハイニオゴんコトラオワスレナキヨウゥ〕赦患モは

r轟温鮭」ということが大切もしょうがノいたずらに壌索に釦ざれたり，大

町覇やだけ「ええかっこ」をして立身虫せ巨りみとらわれたり車身のない茶

正なべ筍には守らず、深みつめる大嵐を楽しんで下さi一）。（ドゥモ十マイも

ライやプチてンマヘン）、御健康、衛皐希をお締り致し寒す。

東上冬くお嶽禾なことを書いてノ入る穴を冬から採しているような東嶺だ

感　また磯谷があ新」で乳こ述べた「亀城きり泰しみ」雫どにつき奮いてみたい。
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し七＼しそれよりも蚤薮りCh玖行1線嶺慈恵り顔ぶれやヾ暫定しているのそ，審

し～ゝ八の凍名を窒む。これではeh玖晶の最初の百葛のみんなり落しあいの

毒と＼ゝう意義が　すれる。みん塚でChd坤を育ててし－こう。断ってお、くが

常！まこうChein　り縞患者りまわし岩壬も付でも射い。太だおせっかい9ま

ま卓二述べただけである。（50工ンガオシイヤ＋イカう

貴複に、ある女鹿がいった9「男鹿が最も貴い一七習う唾は、そケ常腹が

亀ふっ仏軍に㌦生けん命打ち込んでいる蕗をあう。」と。せ蛙も車た塘目上ぐ

ちろう。（オミ／ヤレバカリがノウジャ十ィ、シツレイ）

～来島　オ＼／マツだ一岬

了二二一‾．二二・、

ニ夜食での姥硝／

3回生　ノ佐　野　党　席

漫倣い恒良虫しコンパも農事終、太＼ソトした嵐寒で、4可宜と一緒に、確

り棄垂転へおました。とう碩′二次各をあちらこちらと歩き廻ったつですがノ

そつ二次忽席上そ、4筍生接見つ官尊を首にし▼てJ免は「しめた日、こ思い

毒した。これよね壷が入学して東未、学生雇で解潔すべき－つつ喪凛ヒして，

いつも気に払かっていたもっだったっそす。　水場「草薮の艶つつ机くり。

ということです。忽轟が奏憶に鈍りつながりを互っ橡各は？ヒ考えてみます

と，阜れ滝部人生観艶コシノやか温虫しづンノ㌣，そり栂、プラネ活動む＼らいう

iつだと思われます。しかしこれら吐いずれも充みな鮭つつながり主審っこ

とが長束ません。色丸亀っ一級上か下の学良なら、少しぐらい転入も由来ま

」ようが、えオし双上線れると、ほとんどヒいづて射〕くらい知人も豪来賓せ

ん。ここに延べる食塩、亀速が単色つ馬示液を繚っさということですa掲示

考？寒かに教室り女師ニノト十炉隠示額があります。しかし今、妻ごをふけ返っ

て見て，これ庵云おぼ，公困り壌示板ヒでも云え乞うなもりで、私闘や使囁

する挙はめったにありませんでした。そこで、冬り鶴恭薇乞忠常で使える健

二こてるも＼、又は覇ふしけ塙各線を作るか、どちらかです。冬あう偽示威と償

うとなると、東軍，公開が竃っこ烙委しくないと勉は芽象るのです。やすか

ら，凝らい、穐示威を極る方がよいと思われ蒙す。・卓二の為示頼り輔直とま

えば，例えば，アルバイトを他人にゆずけセい八七か）生の軽にアJレバイト

と屠していろ入とか、をの飽き象り膚八鹿な馳せなど、その旨を乳に奮い

r9）
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てl掲示すればいいと思い衷十。観泉なら間組主都ここり麻な活動痛たって

しまっていたっではないでしょうカ＼。私姫から，下硯生ご希に〉叔東番の教

科春海ビ）吻線，古本ですが，痩久痘く入手虫来るかも知れませんし．ひい

ては「縁は異なもり，もなものJとまうように、上級生ヒ下級生が冬よりも

づと了串盗ぐ許し㌫ヶたり由来るのじゃないでしょうか。亀虫しコンパで宮

子こしたこの泰を、r乳やつながり．という覇葛を埠く－動にでもなれざと思

い，鵬夜，－こ可生並びに三回生，鬼鞋射こもって戴省き、もし賛同が碍ら

氷れば、温虫しコンペり残金でくかし足らないか4知れませんが）．、今、番の

凍みを剰濁して推りたいと思います。東本やLようガ、字。

桑由琴牒
オ日　宅・省　吾

轟り盛り意る東歌7日軍、久し撮侶こ圃んの地を潜んだ㌦

魂ぞが人生の　もで蚤も糸しい音義のロマを迫った咽硬を訪ねて為ると、

なノγかしい喪は鞄も与く消えノ普てり女八寒削り猿谷匂、らは集い一貫声支ダ

ウも唱が嘲えでくる。横ふっ馬に倍泉過ぎ去った二十余年や薇り嬢を思い浮

べ・壊滅した写り邁場に立って蕃しくも率しかった寄生落っことを板冊、え

って名たが、磐奪う悪い虫となるもりは亭々ヒ凍る鵜壇や永りんであった。

このような壕とよりの新生塩町亀棲ムり鹿で起っている巧みではなかづ子こっ

これも＼ら行く永島や地り療患こと、冬く桑筍密じて貴い海ヒ専る故濱への唐

であった．

司ふよ中食薮、巫亀に行く色々たる象寮遺路を里を走ら塵ながら、寿与に

ゆるやかな高潔明を醜めていた。藤久りせ・よりや画料痩ム歓より撮れ豪した

上砂捜高濃い目こよ〃て選ばれ、もり噸戸り島々と埋め鼻しい合穀っ町を施牛

乳に選ばれた土砂は水島の沖各室で逸洩り砂地とした。つい敏阜甫嶺で穂滴

が引けば、敏泉も沖専モ干上り．覇が観てばひたひたと激から氷息つぎが詔

えるヒこうであった。乞う淡水と恕氷り温り患う広大な直洩り料に、葦が一

面に鼓も之の蜜を韓日ゝてせ糾簾りエ寮がごり地建島に恕一巨蒙凍り官本り

常温を檜んと・諌ち＼なっていたもうである。

しかし，もつ天然あり廉も新し　ユ冬、就物塩化どまルとその凄庵な館長頻り

容量によって大きく変り，現在は檜んど95％まで乞れに取って密った。しか

〔7ク）
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∵，こ夷地すり包尊家達は毯取り息に富み】二つ凍鶴家令によく扱い乳にも

ち確亀倉と専ったこのゞニ｝山鹿の成功を上告として∴訂こ新しけちラ雫与

ゥクス二束ヒ亀虫し億めた。二つ傘常永達が我そり侭っ1いるポり工手レン

や添乗今庄育毛取り上tデ、免がこの7ト島り姐に久し撮りに足を重んだりも、

このようナよ蘇り洩れによるもりであった。

冬．この布島り地！二束て、骨て延々と渡しなく療いていた葦壕は巨大膏サ

ンヾボン制こよって新しい土地確りが奪ほれて．そり極られた土地には巨大

な二者が重り一いあう。日豪鉱常は百本貴大り后漆麻製を憩や、更に恕救レ

ーヨンなどが箱師ヒ学工栄に亀虫し、宮からあった三番女工寮、三島レー∴ヨ

ジ雫ゞ、｝太隻化学工栄粗肴が血現し1、1鞄。

夜来の人文地理やは、んが迫りネり掛ゝ埼例えば固戸、湊縁、呑漁などが

東海と斉えられていたが、親衛の軽挙はこの身えを－帰した。冨大穂械髄が

オ乞強牛　瞳地を膀りながら薄い7線　布手工そこに十万トン放りタンノカー

が蓮かアラビアの石油を咤んや来る。このよう毎凍ポチ賓に■車村に，Ⅶ牒

号に、堺に、薫■Lてこの卒鳥に由現しづゝあるα

冬こ絹削り河口に立って感か梁し。夢簸亀頭谷より流れ由る7位の‘流れ

を醜めていると．音大の卜赦免汽可＞考、鎗海蔵屋甲ノ（億滝泰うり官蜜が多

量こしみt感じられう。青い海が寒じて秦藷になるミ桑島が密じて脊いぬ†こな

る。この感慨は人が生きている耽り轟くものであろう。

菅　留　虔　滝
1回生　秦　校　則　雄

志疎生j〕密、太軒こいっている入なども＼ら、「7－卜もとるのに能がい㌧

とか、「富教範喝は、ぶわづい本が一斗、だから何ケ宵も首から萄べておか

牛　喜　なくてはすよら佃。」などと酌、きれて、僅か数十貫の或教範周で恕しん畑ユ

詔

の
　
　
　
り
　
か

る（？）僕1ことって、大学ヒ1まおっかな＼ゝ蹄だと罷ったり、よしやどこかの大草

き二女も＼ったヒしてヰうわ、こと皐栄できるかなと思ったリ、一方冬頃サら学

戒ミニ行っていたり，それと布き温いに滞っている大草嵐も見て確、欠席はお

ちも＼，速射ととても雪嶺机、いて届もぬきねば守ちなもゝ僚息に比べて、台東で

ミミゝゝな七も嘗づたf）していた。

ところでいざ大学へ入ってみると、鬼ず修牽上り温骨七か府ヒかいづて，

ゞえらいおじさんがでてきて、慈壊して専　さと鶉義、も牽けさせないとか号っ

（イJ）



1∋

た－）、温度がとれすいと皐菓させない、これこれしかじ七、の東砂jがあうと小

闇かきれて、おっカ＼な乙ゞっくり、いよ＼、よこ丸底王、えらtl軒二束たもの淀と

習った。

乞れわ、らもう小寒机壷も、その頃が、冬を鴻強暴は適当1こきばらし、試

験法といえば，スレスレり汁で売女くりル乞味わって、まことに泰い、胃で

を逢っている。′桓たることだ。

きてこの単夜の教税別とかノ町ヒかいうりを克舌と、少々（？）単楓をおとして

も、ノ＼阜閤砲はあ、いくもらえる嬢だわ＼ら、じっくり鞍も据えて、磨きな勉強

でもしようと懲ら。

官爵寮費からの解凍

4回生　山　本　案　男

君豪シラーがこう去ったと東口鬼女つドイツ祭り文法り東に書いてあります，

「大豊を凌げんとする岩は、磯する「∵深く，命ずるに鋭く）構う1こ広く，韓

するに剰なるを葵す⊥

ももをも冬日の様な温各卸諒乳の下にあっては、「太誓」ともっのが奏1こむ

イセ＼しいこヒセめって、やゝもすると、というより多くの壕ふ、大婆はお、ちか

小豊までもうち鳥丸t、たゞ患電車勧こフ毎日をたゞ藤隆のま、に亀ごしてい

る着が少なく射、ようモす。大体可苓八と、1う野鼠はせ冤にも跨れなる時め

やすい性格をもつ乳境である乞う毛、われわれもそり例外では厚いようです。

つれ7，匂らりオ能を洛飯する敦肴に．もう時めくL象づt、魯射二はオ能

がないからこれはだめだ、あれもだめだ、ということに守を。

これではゞうもあま侶こ痩けないよ　ですから、これからこり心蜜魯牽客を

とりのぞく方法を考凍てみようと思うのです。オレ徳島打電的ともって生き

て、、ち、とおっしゃるお奇はこの敦やこれを蕗むつをやめていたゞいてきし

つかえありき4ん。

まず，シラーについく学ぶ於考があります。シラー凍上の棟1二言いました

しかし上の四つの蚤麻は永蜜も遂げんとする壕息やことです¢

いきな／）大翼ももつりは、充ン泳が奮い希地を替負おうとするようなもりで

す、これで蝮たちまちおしつぶされてしまいます。ですから最新漆ごく小さ

な軽い希膏も脊習うことにしなければなり専せん、そり席物は上り呼つり廉

く紹）
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冬ちうちの一つか射爆すれば女らいゝ、「嶽するに深く」でもよろしい「織る

：二五く」でもよろしい。「命ずるに鋭く．汰ちょっとやっていないと由来ないしJ

r帯するに剛」は踪瞳町聴きに太いと圃係がありますから、ます膏サ薙げしい。

恕雪も「猟与に広く」り主義＼が｝泰やりよいように簡います。

－草間Jと＼リもりはどちらかというと「徹するに深くJという膏が強いようです。

ころ＼し、深く徹するたわにはどうしても足場があくなくてはいけません。

と1－うことは尊前取外のニヒも多く哩醸しておく必茎があるということです、

学壕ではちようどうまく　教養深慮といって阜間外にきる二ヒをいらいら学

ぶ葛、各があります。しかしどうしても＼ユらいちな審各や専攻をり毅養魚扇に

i草津良がありますから、学校ぐ、やってくれないことは車外で勉強せねぼなi）

ま壱ん、勉強といってももちろん〉磯軋冬草もふんでウニとなすから杜い、

ことです。この志うに斉えると大磐の一部モあるバ＼蟄乞温ずるために烏眉常

星汝のあらゆる行為が竃的鶴ヒみられる二王が恕来ます。

L七＼しここに行為り索嶺が覇籍になります、布為り東嶺ヒはそつ布為びその

垂轟々／～におもうくどオし寝充来して、、さかというニヒやす。それは上のⅦつり

各年　骨ヒ念頭においているそつ良友によって君東鹿野行為つ索喪が窪まり

ます、二巧慈恵もヾ恵ければ奮い檻、遂温骨嶺は充来しますからを苛々々髄逢し

て＼、ろような転がしてきま寸。この「気」が必屡なりであり窒して、これでも

ってどんどん殖軍を寒行しきす、とにかくやれば左らしい、毎んでも嬉薇、

亀りうち！こものを考えるようになりま寸、一番初めから務と込んでしまって

言、巨　享せん。命ずるに鋭く、ヒ錬するに軌とはかなり政教してから、喪育毛

も、なりtてから初めていえるよ　うに悪い＼藷すっ

シラー咤Ⅷ巨つを｝肇汗目釘ヾ責したが々二に煉琴漆と奏盛り弁証法的な覇峰が

そろり強姦無でありまして、つまりは多くの教え寺人生観妻帯観に樽萄守ろ

うですから、召的を喪失しているお寺は世帯観が食いということで　互れは

き各色身9放置を乳いぬせ専いりですから魯各を見失なっているのでして、

室あを見失な　のは台本を見っめないからで、見っめ匂いのは行為したり身

えたりしなり故のことやあり　智策応薮、と　いう二とごす。

以上これ専つまムないここをえらそうに奮きましたのは、この強魔法か予

定つページ激をうめう†ニめに鵠患者から庫に頼まれたためでありまして、鬼

葦の督蔵が範を撮って載積きれたならば1奮然こんなのはポッにされるので

し．ようがもしもこ　Lが磯蘭鮭にり与　十本」着、よほどり環森本乳なのだヒ亀

われます。海象老っ替壌御者常横さ

く／3つ



一日

≪あ　な　た≫

頭の車漆　　　　いっぱい

弛つやも　　　いっぱい

句‾藤も　　　　　あなたりことで

何処で七も　　わなたのことや

≪可1曜1ヨ≫

可敬司トー…　それはまったく淀届きわ去る一日です。

独りづ　とさは一一一一　一

召許可一一一一一それは大盤りう　ちやもっともすぼらしい一日でしょう

十・・、・・し　ノ＼寸一・、ン　・－

≪想　い　虫≫

あり子の寵は翼も〕恵錬りように償いでいた、

あの子り客は紅の審薇ろように一歌って、リこ、

あの子の濱は桜色の子兎りようにふっくらと

あの子巧手は貴台り鵜のように．蟹いやす、に、

冬も窺っている勉つ尊に

互いに堪り交わしたありときり李の温み

一回生　の　こ　ろ

4回生　北　川　藩　邸

二つ大草の門を〈　ぐっ七つは、泰阜希、御室り桜が嘆　みだれている頃た、

ったぅ京大へ入学虫泰なかったことり悲哀と新たな色外の運命に村する希望

が釘密して心の至り各月が挽いた。きた＼高衆生だ、った密、磯は京都大学へ行

くの程と表きこ替ってし、た。やってやれぬ膏はないと包橋に満ちてハトこ。それ

が一冬浪人しても常夫ヽ入れなかった包みの膚なきと痘ネウ包橡れ≦二村でる

碩立ちで心か鳩赤，なかなかきめやらぬ眉目ニー宵が流れた。

五胃も終りに温＼、日曜日、恵凝りプラ大息モハイ阜ン声に由かけた。冬寮

後一冬ぶりに各って衣料を温もふったつである。女の人も五大八来て、＼た中
り勾）
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とぅやに東海さんもいた。しらずし鈷ずりう／もに、療史の奇へと菰鞄がうっ

つた。

ジャンバ・一スカーいこ篠の埠がくっきりと適さぬされ、包＼1ブラウスがふ

っくらと湿り上った晦気に、毛鳩〝）久プタイが明かか、笥ざLを牽けく革や

毎、な赤色を承っていた。

一軍も客ヒ喩鍵に笹した浄月に、凌一女を契太海へ徳った。

東海さん凋∴主上っらっtして大観う明からい感じの人だっ亀。勉度のオ法

嘆とクラスや｝，ニノ象り就窓も奉っていた。どちらからとも点く、互いによ

く暮しかけるようにしていたつが、芝草東と亀なると、たど笥ヒ目を忽せて

語り患うだけのことが薙膏に楽しい事に竃へ，碩東にあえ畑増庵何となく

夜か、しく感じるようになった。ニ入線敏げましふれて勉学に勤しんだ9

綾女はキ鷺もて額行へつとめと。儀が合格由煮なかったつを知っこ塞いて

与こした、仙私も恵′今頃はあり泰窓らしい東大の門かくく・、れたらなあと

夢を鷹1－て∴ったりだけれど一一…・一心でも布　だけヂ　ら二二度覆行った二ヒがも

そつ1もれはプロイやノ予ノア一畳等のピアノ独奏息の療京大ホ一一′レへ、徴iく

等号三年つ啓二、窓頼入試つ繚敏子穴卜を牽けに行きました¢　とり密璃ここ

〉頃た－

〉奉馨

‥へ布

それ

トする

奉寮

、「二小、



ナドイ、ソ書をそ藷・があ＼由来に写って」

TとAでもせい－。でも少しだけ出来るよ．

γ喝かして、下さらないJ

r cも　日金もe d chJ

破棄り温みきった日がはずかしをうにまぼたいた。短く切った寒が幾筋る＼

み給水でそのノト　な顔Pにかかって1た。

これが塔の大学旦漁り阜各をエメラノレ巨象に薮めた美しき桑滞り潜まメ）で

あった。それかふ、来いゝ突喋をしたのであ奇もヾ、それも短∴、ものであった。

ニ奉り磯、敏夫は家族ヒ東に弘台へ行ってしまった。彼七つ僕に計するイメ

ージが温歌すぎたし、又恕女の心が也まき日工も美しすぎて僕はとても生れに

ついて布けなかった句である。

應女kの素裸もヾ美いゝもつであっただけに、別れた綾、僕り′亡の車に赦す

泳大きな傲蚤を占めてしまった旬　こ入して牽いたム直、走り下一仁て来る疲東

をわが絢にだ車とめたときりやわらかな触感、二八いる藩侯を包ん侵轟かも－

ふんいき、それらが命も怠れられな＼、。

勉注ま酎ここの華厳を車乗しこ産金守二束立って行きます。京都工去就絶大

牽蛍晩成尊称の牛黄虹である二ヒ〉こ誇りも終って。甘い液蘇り塵を打ち廃っ

て逸iうとり養いエ木ノしギー守二法もあふれています。

げ可生り頃りこうCor中eXが当藩の私にあれほどグ尊大であっ畑にも不

承、冬の勉には何句食品も感じられ射う、温寺う温い讐いぬとして埼ってし）

志す。形からり寵車と官命の僑怠り大きさが、本当き二審壷きり．婆毅である二

へう確認が冬つ勉の心を大き膏めて1ます。

この号鹿へ入学した田に、意味鬼狙う＼ら囁いた恕下村塾の藷と、尭輩が勉

藍に「鶉マり窓簸地学科を脅して下きい」ときっ十二吉蜜を骨に思い由して，

包みなり打線後化学料ウ蕗額を願って賓カして泉ました。これからも7人7

入り奮嬢やもって鬼遮りこの繊絶イヒ学録を育て上げて下さいっ

、．・鳩1
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電汀、ソ　与も

ユ回生　　西　尾　境　之

洛北、比叡ムり鹿に傑り怒りさとがある。戸数二三百の小じん衰～さした泉

二・●　　●・一　主二　日　、．ミ一考　　　・‾、・．・・一　・、　●、　．′．い∴

呼・ばれている池がある。

冬から敏気前，奇つきとの祭によばれていったとき，句1ヂなく恩も、立って

その池＼希ってみた。小学巌へあがる薮で2，3官日、つたきfjであった巧で）

その潔し、記憶をたよりに、想いム路をたどって池の右ちにたどり恕いた。そ

．・＼・′　．：：’、・・・、・　∴‾・一、・．・＼、・、・バ●っ．．．●　J　∴　チ　●．　一二；こ、・・●

輝きで木が敵い洩っていて巻でも小しうす蕗い。そしてでかっの泡沫それぞれ

蚤で筒だっていて，水面の寓さも少しでっちがラのである。そり氷り亀も及

べ葵っくいて、努一句池はどら深そうモノ藻が生育していて黒ずんでお畑

始れた木刀幹が去るを洩。姦しの大蛇のように水車に虜たわって＼jる。漬こ

の池はノ弁－りもつにくらべこかし等しユようご象もいく1うん青い。牙己と牙

懲ぢ漣は青緑色をして釣上り頼こも済そうで養育しっように水を滴々とた

たえてしゝろ。そぼを通ったとき、泡）二本射こ牽き虫した太り斡り上で牒上長を

を博していたりでめろう亀があたりの葡薮を磯って下ボンと7Kり音をひび、セ＼

せ、一箪この＊骨にドネッとした。二つ碑鹿儀なたたずか1に包まれてじっ

と水面　蒐っめていをと幼いと　りき　ゃかな悪い曲が僕り頭　かすめた。

ぺ 六

静観直蘇りこちで｝　僕が竜だ五っくら＼1だったと思う。そりころ僕峯は尊、

りさとへ疎覇して＼ゝた。ある日，茸といっしい二弦綺っ人もエ三人連れだって

義をとど日工Lへ行った仏心ゆりなどをとって，こつ速射＼ち妻で起てきた0

そして，そこモひじ麻諭した・。池巧象り上にはヨモギが生えていたので、僅

たちはそれをっ晶鳩めた。礫紘象り車乗にすわらされ，「しンつとしてないと

強っ車からぬLがかっぼり＝射こくるよ」ヒ母にt、われて′そこモノj＼きくな

つくいたぅこり境の寸‖よ2～3仇や）その萄健棒音やkした池であや。そう

うちに思はぎモギを逢ってずんずんと横りそばから醜れこ＼トっ圭∴，そ守十日底

亀がづ蒜かったりで骨ばか東きとぼされそづな気がして〉　しっかりとま守巧
く77J



f

句風をつかぬモー、た。心餌かった。射こも泡からヘビや東リパのようなもつが

もらわれて蝶を鶉の車へ引きこむ今やはないかと思うと、泣きたいよう雫気

簿1こなってき七∴　しカ＼L考は帝でこっちも撮り向きながらせっせとヨモギを

鶴見で1、た。しばらくして卦もヾ僕のところへもどってきた。健は思わず，わ

っと温い七。

一八で、ただ一入や泡のまわ侶二立ってこの轟も＼なまかJの雰電気に身を

しすめ，ぼんやりと本領乞諒つめ，色んなことを習い由していた、あり喪っ

峯を想像して竃わずふき由した。しわ＼し之の同じ最のところへ行っく貴い本

をのぞき二九だとき，やか）ちょっとこわいような束ねヾしなと、やも専わ＼ったつ

ヨモギも一面に生えかろがっていたが，終戦のころと成島がって｝食棲専修

もいいせいか、噛み1こくる人も射Jんしかったっ疎軒、餞い鳴き声をたでて

小鳥か賓上も桑んで＼－／つもJ　に妻ら彗く保ち、Lも＼ったJ

とり乳　そつ池へは一度も行かずビ牽いて．今＼日にいたっているへ　あっ軸

かち㍉　何句、碑射的とさえ誓えるたたずまいは与も七＼わらザそり習い虫と豪に

常もっつんでくれうことであろう，今夜、直考な橡命をみっけてぜ乙＼行って

みたい乙篭っていち。生して十五直前つ頻り癖と同じ葛画王覆ってそり讐一

由を嶺的＼に苛いり虫したいヒ習っていう、ちふうど争ごろはちつ乗床Lt）にお

いもただ宣わせてふけ　が池やまわ7日ニ冬ク）薇をひらりていもころであら上

「け㍉九　二：つ」
ユ回生　　患　二村　義　之

東宮寮の竜洋‖iヤて豪から冷たい雨が、しょぼしぶ濠凍り抜き，おまけに寒々した

観が庵寮の凝り覇セすうすう疾さ破けていたから、ブランドの草っ費は覇を

承いと紅をだけ硬い、乙って，草生無線とゲと生やした積）こ穐尊が繁っていう

運動場は竜一バ十を垂れた枝そよけ＼〕食麺に換って見えr二。それモ＼も毎日漆召曜

日でもあったから、子俣逸れで大学っ濫勧各も来しもうと観早く吐希う＼ら亀

を選んで来る人を庵も兄貴けたりで、生れなら天気り方っ心電己はまずある違

いと思いやられた。し体育垂ヵ＼ら肇与りサヒ義くなった陽を日を細めて挑め

て丸をもんモいたら、学部長がいづり覇に小品壇り上に立って磯雄阜強めて

。た。とり痺棟与の号からぐすぐサ忍び笑いが7着こえ仁とたん、丸々ヒ太っ

（7着）
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太一つ

た冬営の束が亀を被って可の首を横切って来て、尼壌っノ付近で温もよった養

子に、その場？こうづくま／）そうな泉乾を亀4た。こ軋ズにへÅな真似もされ

て）粁帝額まった東野泉が壕きれては大変と驚かがぼたぼたと成句＼しく温い虫

十ヒ耳も磯にして温げ鴇れた。あっ犬はいつかつ笹薮車でも戸を執十て忍ん

で来た息だけら、多納日もなどと，頻りに犬を可愛冬うがっていちと｝学部長

の壌⇒須恵埼んeしまって容態rl敏昭こなも叶だった。どやどやと温も取ら塗

た観覧席に着くと、だしぬけ？こ．曹猿の女鹿は充尽かと念を痺寸様に尋ねら

れたから，㌔んの牽小ヒナこどすと、ただ見ろもつとつ確りだ、った手ログ・ラム

蚤緩ク日東盛年刹虫積り汀各せつ事だった，うちナ二えながらぅいじり阜席をする

為ヒ大蓮見偉りり藤子を森山こ碕んで行くと、入り軒より二倍もわちまっ罵

な有り二‘ろ囁ボこぶLを暦めて喪立ってめって，高い顆モ永い賂隻やもって

脂の覇もべたべった塗たくっていた。二九が弦蛍として切られたげんこつだ

なヒヒ寵頭してもらっていると」十、んこつり後剰て、べらべら音がするから、

妙布触土色十ろもりだヒ髄めて再こら，覇斬紙と．のりとヒ　再如しと一乗東もだ、し

てきたりで｝前夜つひどい雨風や廃れられたげんこつり大矢が軌で鳴っている

のだ七了解した9そつすぐもばで細長くボ｝ル紙を断って′骨ヒ象り鷲鼻で鴇と

組め1こ亀し，もの南端に榛も患きっけ上㍉しろ仁もこしらえていたわ＼ら，何に丁与う

かと尋ねるとそれが踏切Lや断線で）健が冬日オートバイに乗った森まで牽き

疲らわぼ与らぬものだと紋々解ってきたっ　輯一考が一心楓せつな　け　押しピン

が突き虫てこれに触ったら一ピンが額や酎二束　刹って痛いではない勺＼ヒ乗じ

ているとノふいに鉄甲や肢儀もっけぬ曹魂は少し掛だと習い至った。

昼食を漆ませてから大急ぎや、飯甲と瀬鋸を求めて汗二名　のオートバイも

凝う大き写尼を廃し渾ってみた本、ニケ竃はかねて卑し恩、あせりオートバイ

軍容薇番う牽日だ冬　で鉄甲と徽覚り少いことをこちらがこぼされる亀だった。

孔れでも気の塞転と云って厚木してくれた店に岬途の望みも施して免かう遠

の途中で、間口をいなり大きく広げた席を乳かけたから、つ＼トうかうかヒ乞

一．・‥　‥・′　一　い‥、丁・．・・二・・．・・・

「嘘絶大単の尊皇な巧です頑．ヒ草庵つる左切り口上に、「今、ロは撃破で

領薮行列がめりまして呑舟にお嫁ちそしたら財貧し再こ甘十㌔いでしょう七、。

守ヒ礪鏡を」ヒ奥から現われた葛との康子もうサボって曙れ摩れしく頼むとr繊

絶大学ですな。高確くつ与り牽強ですな」と庵をはらせんくさそうな返事もしたり

「そ＿うで丸和夜毎でしたか。冬闇夜，爽底体育寮でして．と健が喪寸だして静養も

ちかけると、「録音塔です鵜韓日は雨だった虻‖ニ速乗るんですな．rええ凍釆

そつで木こり領の像泉行列が甲と破壊がなくて楓どうも怜藩がつかず弱って

リラ）



、うりです⊥「埠でも、転の鏡像大学と　も土成ゞんJ常備がめるつです了い亘

利に常備ヒいったものはないのですけど．－‾零いりでしょ　う写。うちにも甲や

確鏡などはないのですカヾ机「えJお寒ちで射一つモ寸も＼了そう言射】つです」

こう篭ってそれっき十滴もl去猫、ヒ横を包いて伸し懲畑いかにも艮礼なこ

と窒いうノ観だヒいう顔水色してみ走るため？ここめかみをぴくぴくさせた。

しやし店主が思し1ヒ∴いっても、傍去りガラス戸を向けば、、銃甲ヒ噸餞は転が

fj克て束そうな気もしたが，これさ　の萄係もないよそ恵がよ　車を弼ヾろ

とも云しゝ簸く、またそんな事を云つては，お前はゆすりかとも云っで噴泉っ

いて泉を　な唐主の壊子が気乗が寒くiヒいってこれモ引き下る巧もロ紺し

くて†ニまたねから、敬いせに庵鬼に重きモもひっかけて消えてやろうと、足

音を恵くして、しきいを踏みこえたはずみに、足がもつれて牒いこの須膏、鬼く

古も噛みそうになっ†二やいやらしい笑い声も鷹＼リ二嶺な気も、したが、単車で

唐乞磯がだ巨少ししこ浄たい現高如＼九で気が萄まってあうと向こうが嵩ん

で見えた。勢督した冒頭をこす車ながら、恐る恐る卑計を心配したら、やる

塵ない転嫁と不墓守気痔がごちゃ音ぜになって一度に二九上げ、てきて，極め

てゆううノつに与1フた。

軒が姶っる韓あれば魂くる勾ありでノ首尾よく蟄あっ器をぜしてもらえる

鷹があって丁膏に札と述べる乙＼まもなく、急いて了ヒっrU医寸と、やっと東商

に覇になって契って泰ふれた。

入学｝卑泉二つ牙二つ壕な蜜も勿っナ二おヾ，恕じてせ滝日工は天草ヒ葡ilた畑十

で㌧乞こそ軍を湿す学虹をむやみに有数がって、丁宮守扱いや政もてくれもさと

くな人が多いつは旛しい専守㌦学園新簡森這うれ印射工から「スザ／オ／モ

コ．がど　奮けぽ　いもりか　尋ね長れたが、いいっ雪＼壌嵐り反与などで，

そり叢辛を見糾すたことは確かに覚えて＼、、る針寅年り方射げ奮い硯せ
る餞になるヒ一向に習い由せず、寸っ小りす売って∴　しどろもどろに速筆をす

ると、あなた夜学姐だからきっと顧客毎だと思って轟克仁のだ。説教瑚葛を

印刷している引二、をん射iっきり立場つでは困る。といって11きなり音色

を＝するとlむっつりして桂筆も強け嘘のた。いきさか確立たい、虹もした信、とう

養圏が本当にスサノオ′‡コトと書けない台かこあうと認めざるを冬なくて

全くそれは撮り上げた阜っ培って行きよう乃ない康な凝り濃い経験だった∴

サルバイトや咲克賀汽鼻骨の執引きに至るまで専生きかす卑生であるが、そ

れ凝尊に政商ごも学生でみれば有でも小でヰ知らなくてはけしからぬと番手

に疾めこんてH、るらしい。ともかく巻向や東棟っ大きな、恐れ多い草生か多

各も、ちょっぴりしけこんだこり√卑旬だった妄うだ。（終り）

（20）
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機関誌　の局線

4回生　太　田　晋　一

線喝ぬごh玖晶　が洛行きれてから喝に3年患リたっナこ。

何等についてもそ十であるが、物等乞蚤初にやり鳩めろということは笑上

大喪なニヒそちち。転は橡概観を最初に金気し各行した亀鑑が奥付に大きな

登カを払ったかも誌っくいる。だカ＼ら私達は転変のこうした藩息も大夜目二育

てて∵ゆカ＼ねばならナfい蚤藤も感ヒる。

友松、鰊鮭化学科に偶々在籍する者がたた＼それだけつ空也で∫食通，巧何吋

も布はねぼセらヤい養格は射）。主義も蚤を蚤1こし，人史観をほどか畦椿．

あらゆる息や覚った内患ももつ裁々が、同じ地線化単糸をであるという、それ

だけの徴由や間㌦り地点に立って塊尊を身をろ船客は粂く机1ように乳札も。

だがもう少し則り地息に立って考えtみよう。

学温々浩において友人同窓っだべり息半つ糸Ljは泰怒らしt）もりであう。

しかし上　だべ冊ヾ本当に面色いたわには　だべ　つ内患にお、いて、東通の、

吉を顎も〈嫁マつ昇った立場から身えら才㍉　生れを互もヾ統〆した感じとして受刃

取る領カをすることがめ＿蚤であるら　友人同展が、虻べり畠、し、1二お、、、）て、突然

ヒ、我々は、可じだ疑ヒいう感じを凍っていろやからは，栗して面もい、有益

なだべ　揉冬ら丸ないであち　ら

とかく我々は、同じ希え牙、趣味を繚っ濱同志が、糸って∴小さく固まっ

ただべ日をサ射頃向があらっ　生れはよし）が，之れJJヾともサちと外側に護日、党

を咋冊〈もである。こうなると∴これ咤凍して′掛確守だべりでは射㍉’ニ升敏

をおち破るとこちから，本ぎつ凍逸り広場を捧ち得ることになるだろう．

八と人ヒつつき谷・いにお＼いて▲　相互に絶えで何も＼を魚兎し、違ったもつと、

同じもりとつ絶叫と感じで受け取うこと小吏乗る～そうでなければ∴　その

つき各、息、温なら、なれノ合＼いにとと、まってしまうだろう。

与れ合汗巧＼ゎり脱疎は、本省の冬八同志にお、、て車車に大切なことである。

お且に違った東森ともっ人同志である繊線化単科凌呵志が、直庵にだべり

ふう橡怠り専いもりもヾ、榛々り亀有の壕として、観照法を剰乳することは

言下繋留つもりのつきふいと、ゝう意味を，療養ヒなって乗る1つでは与再＼ヒ
‾＝＝丁　　ヽ

ヨ二　つク

（27）



鶉が教室の森谷兼

4壷は　奥　村　寡　悪

法頃つ新領農法をみると了総息．という文字か、、盛んに盲目こうっう。いわく

総各確轟，総も経営、あるい痛鮭各研究ヒ，ちょっとみ号とまるで「略か」が，

恕凛、進歩つ必碑条件むめちかのようナよ気各にさせられてしまう。

これだけ総令化が大きくとり上げられて充たのをみると，それだ、けり鉱麿庭

が，たしかにあるもつと考えられる。瓜常、経営り蟹各イヒつ傾向，現嚢∴肉

太について温べる料漁を　勉は始んどもたない。ただ、誼頃　み」二大きくと

i）あげられて来た、一新い、エ栄城寄り詞洛）こづいては、台風がl二本から蜃

贅鳳に入ろうとす呑気命からか、いささかの軋亡をもって、象れら巧言己軍を）

冬まで鶉んや果た。ノつまり、猟、Ⅷ竃や）水島など、すでに，域はこれから

それらの地盛に、互に晦連をもった産業が工場を暴き、生産洛動をおこそう

としているのであう。そこで云おれるつが）苦寒各鶉に，ということご毎号。

ここモ宮われこいる総各ヒは．単に個々うぬ鴬が平幕に恵い利乱を　るたや

という、場当り式りもりであって底ならない、という事がヰばれている．も

はや、経済、土木，建築などの表面的に洛覿十も草笛泉だけり庄章で、薪エ

常地帯の寒蛍はなくなった句である。姓名学者も、′e埋草者も、法学窓も、

電気学の阜門泰も、およそ冬の建観を葺恵に磯、能軽かつ、翠乗り鬼篠を東谷

に見通したものにすうために番長するべきであろう　といわれている。

亙ってたかって｝つり覇葛生、各布野の専門家が東風に於言キしつくして、

給浄を適すいり、チームワークに壁束り督五八はあさ＝こ鹿町むに壕ざたよ

うに思う。

二つ鯨ふじつし、こ、裁々つ観象東学叡尊にも）一挙に機儀までもとは窒むう

は恵琴としても．雪うした傍向への粟野泉と侭′）虫すめ巻を痛感する。

思教官が、肇蔓に捜取って域i然ヒしている密では、すでに青い。わが東宮

患翠が，大きな岬つりか）ジナノレなテーマを選んで、教官は各毎の郎守転戦

を駈倭し、協力してえっテーマを攻翠するという磯、観も解り虫す葡カも倫め

てもよも、筈モもろ。何ぞ年兎窒ヒいう区利は，もはや込蚤でない。各々が畠

各一人の功名・うみも求める心断食，十でに古い。い畑二女能な大筒いいえど

も、－人でなしうる槌音つ吾はし九ていも。チームワープや卸して秦る仕事
（22）
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っ旦カと内痕には対楓しうちもりでない。わが裁きも、ここらで一つ帝兎と

いうニヒについての杏を告を改めもヰむは守からうか。

噂想　あり　こ　ろ

1回生　　西　尾　尚　之

ヰ尊三年」か泰であった。倦尊のプラスに′入り女史夜が転威してき†二小名

着浅緑麻痺美ヒいうのせあった。ね佐り鬼女に栗木きれちと、夜食は「緑藻

圏美です。ロかろみ凸の伊からd底浄土の『簿』、『み』は養しいと、う字

と奮きます」とはきはきしたロ河で藷Lでこりゃ、みんなは、な七＼なかヰり）そ

うなやっだわいというようナよ頃魯母線去り包己鴇／恥をきいてい子こ。薇女は、

口数っ多くない、気位り烈しもうなたちでそり楓線は鋭く人を射ちようであ

った。乞んな牙｝額象は、転換という、彼女にとっては｝つつ大きな環境つ

費化からくるりわ＼もれれなかった。きっそく希がきめら九て∴　しばらくり句

噂の科後方に丸をならべていた。

そりころ僕はクラスつ媒質を牽け繚って1日こ職俺や∴夜露嶺も尊戒に錬っ

ていろいろな弔事二逢われることがしばしばあった、そんな敏環礁や、疎み

車両など臣ま、よく奥まり穐っこに女虹泉が教八才っダノレ→〟笑をなして、ノ町

やわ後考していたガ、わまけ高鳥壕給などではなく、いわゆる鞍F磯息嶺＼り

ょう専ものや入りうわさ諒などをさゝやき合、つているこヒケ方が多いようで

ちった。そんな車にあって、由藤髭芙はいづもどりダルースにも射ゝらず、

ひヒlトで、何やら大鹿祖らしいもりを義みふけっていろりでちっナ二。庵攻とし

て凍どうも同額の女生産ヒ吐なかなか敵おいこい、ようを、それはそり破線

たる勝気なところがわざわい　しているらしノ〕＼った。

夏休みも温いころ、償与りプラスが奥許を教わっていた転生が、ニ選句毯

寒轟の争蘇りために入鳴き九五二とボわった。礫・箪数人ケ膏亀ヰ泳鬼をつ卸

乳鼻に行こうということになって、ある土曜日つ午後象れだって商略を鋳れ

たっ　鬼生はあとこ，二日な退院ヒのことで，べいノド＼り乞ぼり各条麻子で新同を

蔑んだり，壇上を敬歩持た。して韓骨に轍隼元気であったつや横車は宴′ひ

して長い衛、馨し込んだ、9騒葛が華厳・りことになって、かつ新しく髄枚して

きた、長藤俸昇り二ヒが藷にりぼった。そつ島射永r癖東は，専がな力㍉塞

驚嫁よ　由来う」といいながら、花額よじりにr頗女は嘉が塞きなんじゃな
く25）



いも、な．ヒ僕の宮に由って笑われた。rYらし一こですか」とたずねると、

rそ．んセラわきもめろよユ　ヒし、われた擾けで僚ももうそり二とは利に何にも

亀たとめず、そりまゝとなってしまった。叉舷のことが語頭　二二　日吉㍉）．そり

螢可もなく轟乾を虫た。

贅水盛がすぎて、こ単軸も√胃はどすぎたある日、僕はぬ学報の由布今晩

キもとるために毅峯で出席簿、を詞べて、－た。同じ毅室も底地のグラス夜襲が

盤名手、単級煎徹りあ嵐をたくていた。帰り温珪斬詔△象り直中三人と一緒

をっ七。道々、硬尊から砂な緒をさかされた。それは二、の前、線審ヒ一線に

英語つ東女の卑乳鼻に行ったとき、鬼女から冗肇諒ヒしてさかされたと覇王

諒であった。儀は、簸箪カミニつ喝り梅里の静ももちだして偉をから灯ってい

るのだろうと篭ってヒー】各来なかったが，磯峯は，これはたし小だ、何十ざら

一女生壁の証人もたでようか、乞いいぬしたノつで、それから乞いうもり、僕は

一妙な気嫁にヒー〉つかれた。僚つ斉では、斉‖こお寒卑蚤に汁しこ容鉄分感じと

＼ゝだいていたわけでもなかったが、それ朝来猪女を見ちと砂しぎ二蕗濾・ち＼なし亘

う巨なった。次のモロニ行専われた教学つ試験むは密やことと努えていて、

づまら射、竜十茸間違い乞してしまっことに守った。そり領，こちらや、ら根太

をそれと塞くう小耳Jっていたが，腐食には希い二束前ヒ何峯かわっ七とこらは

ないようであっ王。からかわれていろりだちう　と思ってふた。しかし次封に

そんなことも忘れてしま→くそっ音、冬栄してし蔓った。

その後すっと、諒卑正和二は転生とかこんで、同額つ牛黄虹が泉まって軒

卑金、乞轟いている。冬互もズキヤキパーティノもやったが、めザゎしく、息

冬凄・色風塵なかった長藤弘鼻が良庵したりであった。色の産には、もちちん

かの虫歯っ葡萄△護り連中も豪牽してい有。乞して僕はそつときふいとあつ

ことも患い衰して乙八とり一二が笑いした。

尊重は妻だ健も虫くり絶貴（？本人は冬でも純真だと思っていう）でも十

おそらくまんまと戚峯に－ぼい中っ容れたつであろうっ　あっ確り包みと＼、っ

たら、冬教えたらおかい、産薇礪していた。しかし今、でも、本当にあつこヒ

はヾてんであったっかどうわ＼そろ息偽て‖毒どほわからずじまいとなっている。

＼、まさら，乞んなことをもうされてし尊ってし〕るであろう新風各轟の遠車に

きいてみるわけにもいか狛）。しかしそり吏偽は利にどっち育ってかまわな

い。わの密庵、われで，烏丸でも箪庭から帝か丸でし－きりり＼ヒ、う嵐終世乞

れは敏に漁おっか厚い、または亘‖音のとしたもつであった。尽きちながゎそ

りことも思い－起すと蕃笑を禁じ篠ないっそ、める。

（2なつ

三

尊

i

箸

墓

参

整

数



腰繊巧J、ほ

り痕

桑が

一緒

・鱒に

同じ

てい

“十ざら

僕は

さじと

こ　い与、

）て一、

・織女

．Zっほ

く封に

〉て新

、息

らちん

ごあっ

eわ牛

こ　いノつ

■ウニ　と

こいる。

邑車に

まわ転

∴・・・

）ヾくつ‘セ

2回生　か　と　つ　む　0

敦きっけちれた束のノ㌦トに　　　隠された書物に

繋ノつて策っくいる白鳳に　　心互い筒闇が緊張した

温逆の旗を渇げ奄飯　　温故は鳩車の生育に臥した巧みに

何年もり商流もが然々と傾聴した逸芸に逐一反抗する督輩蚤

骨まLも、らざる入句り姐髄が魔まも。

粗壁、・貴官を尊塵します，貴方つ阜門短磯か轟きが故に

友よ　　葛速と）亡から尊敬するも　烏壷っ奏直にして蜜月約るボ故に

7人してふ乞象る痺　　何‾故かくもやけに力むりわ＼

さほどACめに思わぬ自粛、を緻める吟味

′二一・、　・‾一　・　　　三三・・　　：二・十、・　　　一

＿奥被りヰわ、ら竣一つ速が出す確．奉は零でめる。

司圏が由布も誤敵する　　　　　包みが包みを常解する

誤解が包みを騒解き止る　　各局ほい蛮解が包みと見失わdたっ

包みを曝け出してはいけない。　簡蘭を廉くする台本つ泉と示しなさ巨㍉

を和泉東尾だなどヒ考えてはいけな1）。

反よ　為の問琶酎二はこんな事さえ斉えザに藍きている一条東森が

息教にいるどやない炉。

r25）



誌ぺゾ　〝　ンゞダニ㌘幣

イ冬接など遅牽車轟、りしたが

4回生　田　辺　音　義

ノ　転嫁、、訂苛むこせってから、温紬ガかりしておる。選別するりは、塵夜

毎するからでめる。毎夜するのは、息洛机、ゎであるが、わな小も生りせしゝ

ぼろ＼リではない。顛最坊り境地は、小生の入立つ智恵である。疎もうご灯さ

ず、頭もつカ＼わず、たゞぼんやりしてLlるのは、貴志い扱い。隠、ぼんやり

していても、不隠貴族だけは、どうにもならん。卑いたれば小便をしたく守

る。そのうち犬の一考から、札おきろおきろて　と親犬の声がする。厭モも．

一箪の境地から、つまらぬ俗蓮にいいを片す。まことにいかんしごくやみる。

だから．小生は、東壁はl～大いなを掛り1こ狛）たいと芽をてお、曳このIl大いな

る巌になれりの丈毎は，高板草案に降して、横長小峯蔦虹7こわたえ仁一毎で

ある。この句を線がどんな7乳な意味でいった小は一句しふんが、小鼓．濠、

小大いにね雇う庵よ’）の脊索に解してお、与。八両洩だれでも、象鞄の不壊も

感じて、、る。ふ飽鶉に、なんらかの蕃痛を感ビるからであろう。私事に超然

として、いつ倒れるヒも、｝和ここだわらぬ大いなる樹は、え九ゆえ、小生

り翠嶺でちるt一八第ムヒそび、え、洩てる喪は悠然ヒひつく…＼えって、卑

然たるの魚礁は、太いに免じいっとる。同ビ鞘にすわ　こんで、倒れを壷ご

がんばる句は、退亀隻施、この埋屈に徹して、一生をお、わろ太は、札たらり

｝誉1二づきろ。二つ粍たうつ気温は、′1、をつ烙き与境地てあるっ　しかして、

こつ境地洩、まきに、顛痩鋳り境地モある。しかして、大観今泉七もる一ご

から、朝寝をして、逸紬ばかりしこいる。しかし、この大樹っ気もしらずたj

ま／㌢わりついて、やかましゝ蔓に庵、半こうする。“化工ボおもとも。削立

ととらんと奉紫モけAlやけん、やけん〃　と、うるさいかぎりやめる。

この“でけん杓となく噂は甲．芥喧青海みた＼1な亀つやあるも′施すカギ射）

から、この鹿丈を乾した楓息に、しばらくは、掛り境地から、隠して、せわ

しなく、かしこく、そして、どこかぬけている鹿にやも与っく、冬営泉胤生

えろえることにしようと竜煮えていろ。

く之もj
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轟確載学科教室の発展のために

4回生　斉　木　寿　治

戎ぞボ人草したとき、尭ず7人う皆が低くて慮毛の長いかわ申二贅の温■い

真顔橡に気がっ再こ、そしてをり竣ノ打小首ある各に、ニ巧先生がざ1張り長さ

乳了目上こつね虹がかとく頑固やわることを由った。そこで了もうころ包

みは鼻えたものそちら。

丁場うね餌食，替わの束ね生り項暫さにたてつくとうるさいつで薮慮して

いるのやあろっい、　丸とも或いはあり転生だけがずぼ簸けて偉いので、他

の鬼虫が尊顔して、いるたわであら吊、ゥ　しかし宵九にせき、／入り頑固な患

だけが包久つ悪日ゝ湿昭二できろうならば、それは，ごね冬ごめり簿電極繊簸

た卑教卓の藤頃も砺げをもりであすこ、私亀虫が鼠、）に療施窮守藩を庫も奉

って語し患ってこ私寛の認嶺がわう。」と。

これは－野生の頃、きだ教室ウニヒ乞よく知らぬ癖に考えていたことやわ

るが、とにかく薦め敗橡勺、書っ転に云われる壊1こT円筒で塩蘭的な八何に

ちれゥ」というお二ヒばを，乳鬼女方寸ぐキふれて鯖線化牽教きつ尽蔵のたわに

尽して敷きたいものであも。

次に、こ引頑怒なることでわ毛が、轍鰭化尊に誉簑けちれている思凍塵が、

確たしてあて繊鰻花卑称つ草薮に夜立っているであろうか、車に注どこ†乃終

りために掬ノつたりカ、おから机〕済度や幣束童がありはし専い七＼、というニヒ

モわ与。生して束帯には尋常歯質と決める筒に牽生り希塗りない童も　2、3

あるのモあって、これらり息きつ先生亨は、惚何なる理由で塩鮭化学科つ尊

皇カ＼ら壌おれるのかも秀えふれて，冬の内東を攻めて行かれた＼1ヒ漂う．現

象、鮨維化学厳重に船賃な後塵が冬て釣っているつ専ら、これでもふいので

あるが、「物理化学」や「各種化学Jの資産さえ寺いりが環状である巧に、

更にAある硬度逢他り額づ単打二凍わ丸ているかでは，もったいい一二七で

わる。

（27）
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3回生　鵜　飼　′香　城

最古は奇妙なものである。えっ人の破格や、その上きっ心の林溝隷、、すぐ

に邑つ歩み具合、に泉おれこおろように習われる。顔を乳なくとも、畏音ビ弓

モ、確が歩いても、与も、すぐ各うことがある。一番から足せや懐き冬毛＼†こ、いち

、＼ちと名称が与えられており、そり名称や象って，そのときつ媒且をすぐ連

怒させるのである。例えば、、勇み足り“番が定’“ここウ足をふむ’一箪いくら

でもある。

下嶺に為すこと塞く庵ころんでいると、後発十るスぅ足音が大小罷って旬

克てくる。、、ヵテン＝仁ロン，カランコロンーノ　ヒ長い周東で歩いて、、るのは

観盲から滞ってゆく八やあろう。泉谷が轟きそうもある、1、プチコヰコケ乃

ヒ短い珂廟で歩いていもりは、主一婦りタ患っためり置物に急ぐときのである。

二人が奉河をずら庵てすいていると、馬が奉t】ていろようである。

夜も程や，ろ∴むけてくると、千鳥足や、勧輝健㌔さる旦那さんつ，ロ乗を養

えなぜゎ掻いているのでわらう鋤く．しばしば周勺＼が∴弓．

いもぽん鍵い今は，習う入り砲をはってYをヤヒせいて、）うりと、支う八の

足をかきずらすニ　｝直線上を歩いていろ骨である。

足音を壊せして、いらいらと丸顔してみると、おもしろ昭吾幕か冬られる

かもしれない。

束、ソシログ、ラフごそつ繚形を璃べる今も右からう。叔なさん一つ卓ふっ足

音や歩き貴息を研尭してみて下きい。

（ブタ）
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腰ざされた二養ヨ

2回生　　山　中　一　入

とうとう造曙を死なせてしま／つた∴

泰もまだか十たぼかノ　つ東京都で　舟零零　転校　つぼみもまだ暦く習筏明り敵

ナ込んチご叱ふにはまだ白いもくつがあった。でもどロー密の奮い南紀を行くこ

入り尊と見て、珍しい封壬も見る榛写顔て、温り邁ざるこう掛り入マには、lゝ

ごゝかくすく、ったい乳凍ご溺れた塵に漸く亀i‖ニ互巧たふ温を冬つていくじ′

もう、二八がやづと大草に入学した生り門出に上帝意もそこそこに一徳が’起し

た壊布の終各駅ももう間漁り＼である。去蟹細めて政教縦断壇路が逢うまでは

濁ノ＼丁と並鳥人湊でさえ｝　二つ木も宣・平泉つ落肇と白布する－一帯つ八マつ塩

もゝ丁藤村に鶉れる八は乞う多くは写いぅ

石筍と免とはわらかじり教えられて、、たあう象療養覚り蔵置に希を下ろし

たク「さめ、さあ　市もござl〉ませんがごゆっい）。」ヒ、勧めこう奉り豪富

をまたいだ車底、7左　7身と藩われら壕が鹿えてくれ仁が、入れ愛車二やっ

て責たこの凝り五時らしい貴慮か㌦畠糸を入れる。

二二ゝ底静かで∴いです克。．「痛い、硬7宕ビ、掠吊り穏Lや外ノ打｛きこえ芽せん

です。」「濾さん、二の眉は鶴丸奇すけ7」「領～、ふ象や盗泉がよく釣れま

す。」忽ヒ鹿妻の告もこれを途切れてしまった。蒐濠は贅って走、ふき㌦こす

をす毒す風であった。農で「コココケケヾノコテヒしごくりんひき）Lと韓り声

がしたが、之丸茂頚上付ける榛にrしっしっ」とあっ砺らいノ声が貰って永

さこら今までごろ～　ヒ寝転んでいた竜筍がむっくり起き⊥っこ、何ノ再錮症照

も壊テなっ之「おい。」　二人は頑を見尽せt、笑ってし苦ったセ

‾どや、あり俄n」「可奮いいなりJ r何や可愛いいだけか。」竜′暦は鼓をそが

rJ　－　い　●　　・、・■－、：・一・一・・・て・・・

歳になって私署から上ってくうとこ入り青いこはもう境が互生選んで繚っこ

こ丁二。二人り員に射塊められた錬にこっ嶺ば蜜を起るまくし竃を上げなら＼った。

宣考二人ともじっと乳上り韓に惑琵日か〕たゝ譲れなくな′つた巧い「酎よこ＼

ぢ八了」そり温事は布かれナよかつた。可を見谷お耳たニス掠、覇各り愚才よ

この人里練れた長泉っ煉けた大業足り下に寒－つくも、る二つ磯とっゝむ温

泉二香気笥な泉がした凪やめったっ

（エ？）



二日ぼケり二、に庵して昼妹二八でこか叫も唾ったりしたが、改廃覇もば、

らぼらにイよ〃ていたのは亀布が領に豪すけていた事より、そり旬竜田もヾどこ

かへ身を櫓していちとい　鱒じだったが　それ産気にも掛けなち＼っ王。

丁痩三田田宮　硬硬匁が乳葛から上って来ると、尭ゝに床にもぐっていた萄闇が

身を起して繁っていた。私は何サ来るとき小乗仁という気柊がしたが｝わざ

と知らぬ顔で泉にも～、った。「おい。」r／町や。」「－…一一。J

r乗はゆきほこり象とは函償ないらしい，」灯の尊いよく恵み込めなわ＼った

があっ嬢がゆきだとは職もなく怒れナこ。丁ゆきはニゝけらまだ＋て鑑ム蚤を

入っ七毎歌ムヒ各良の罷免つ其部落の由で，あっ凄さんはゆきの槌音つ凝嶺

に当る句やて。」「おいお萄‾はゆきなんて気希う云うでるけど‥一一一。それに何

で色んな膏知ってんねん。」「一一一一一。」「おい。」「ム車、庵はゆきと鰭埼する嶺

や梅「ば、酌、な。⊥　包みがネ有を煮えてこれから何を煮えてよいカ＼竣ぐら

ぐらと来た。高唱の榛子が秦だと＼再挙は鮎っていたがこゝまや鉄が還んや

いようとは思わす∫カ、ったゥ　礼乃上南雪女ヒ思え豹色白り患く常を毎らぬ噛り

風に纏い候底が手伝った。勉は貰わずその嶺覇を〆亀やったうヾ竜可は呟衝こ

うつむいたきり｝語も鶴し射1。たゞ二つム喪に二八つみつ救い阜っ机、事

が日頃温もを　だけは凍っていると億顛して－、た包み畠多に嚢切られて混乱

した怒りを寒め包l二重旬をとった。女色身棒　は悪つ妾とは思わ炉3＼った。

でもK女子大には浅草ヒいう女子学生椚象に考恵をヰせこいる肇は勉叙殊l二

も知っていう身は多い。「寓ヰきんは？．「一一一一一一一。⊥

r竜問。吟ききんはどんな女だ互、知らない。でも風鴇に悪い女でないと云う

だけでは餞祖の零せ＝ニならんL，あの女が萌されたふ嚢り部落り由と、リ零

が気になる。あり人はどうせや学も鶴見に虫ていか、し、乞れに一一一一【・義気

り事が泉になる。了花蛍云うな。わうそに色んなもつはない。」

r遠田、そんならお前もうー…－。．「一一・・・・・一…J「お、い、お煎きき力＼ク」

「ユ．車、ゆきは庵の与も生む七、も知れんも．r馬鹿野郎。⊥

砲息をっかんで激しいゆすぶ′）ながら象は色然に篠カ＼らくだけこヾつたりと

坐り塗んでしまった。「恵コらんっぬらんで。庵は何も短らんで。．

「ユJ車、庵が慮喝1こしたんじゃない。ゆきも尋藩巧上だ、。こ八は奪った。囁

いてくれ。あつ子は潮諸に由られるだけでも東稀気に卓二んやいる。庵は何

も考えたくない。息て正餐臆だ。理屈底やめてくれ。頼む、二八を楓嶺して

くれ。そして庵の親父を乾き東せてくれ，頼む。」

私はあく連取した一線庚感も＼ら宏易に省け起せなカ＼っ上。

療冬という大きな八生り轟竃が、まだまだ痩赤鬼の音だとそ九十心身えtP

rjD）
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っγ二つtこ、衆炎に、しカ＼も瞳各不幸な米寿つやに諸本た牽寒り為lここう

t不幸にして穂と＼、う乾板から窓易に温習が虫泉なかった。

えてみれば賠償なんて7腹の官女が～重く偶然の草案の堆凍りねこ一

句皇諒も小人香、に還元しこ且いり砲負乞夷布十与為に鰭は＼九る今だと思

しまれで、骨手金＼ったこ人と篭めるのボ最も自然な型1こ思われた。

これやら死ぬまやエ八が同じ生活を営む。虫の混乱した預り奇象には、

宜と各、もれが蚕豆に患っては請えた。合う音は鼠晶だ。し。＼し台

前に根をはらして．（、ったりと白身を見失った厳戒守いう軒春きゥ八

ていると何故か永島にrよし。」とは云いかねた。

ってゆき乞珂ヾて見る気丈しなt。恕はげ轟も阜く二つ皇希を練がこ

もて畠和恵隠このこ八つ間へ巧さゝやかな壌魔のも泉消しに阜愈した

「ヒ1こかく明日東都＼摩ろう。」r生れより憩めてくれんのカ＼。魔法

そ、噂らん。絶永日専らん乞。小摩ったら漁が象で弁落してくれるんだん上

し色麻に＆rク）短信はないもJ rゆきの何転が気に入らんの程や」

落ちっ叶、庵に漆工入射もヶ苛に一一一一一。ゆききんが悪い八モないと

う。二つ音はお希畠鼻もっと各軍に斉えんと。」音

．新宮まで迷うというゆきさんを凍り切ってねは彼を隠したっ

射十に短は嶺が十閂札の幾救小をゆきさん巧手に獲らせるつを見ていた。

東森にいこゆききんと温んナごつんぼ概数の凄さんには魔もぬ篠に「竜田

っと漁えにくをふ。⊥　勉はそうそうりが密一糸でした。

ち、ら単年、童耶ヾ、一夜鰻プlト行ったことは繚巧女スから布いた軋　夜色

も・、色麻等を認めてくれて車座仁と語っていたも乞う項も、ふ硬く纏う顔色

行なっていったヒ乞う友人が診　て　れた。医者は尤痕蘇夜だと診断し

壱切り各きんは音ったが包みにはどうも鯨に落ちないった。転には強ノ軒

に言えない病気ヵヾあったもりと思ったが、鞄り直前織から受けた手紙に

し1て与も、った畑†にそつま、泉にナごけ漁けていた。

には鴻韓さんか来ていた。宏は何か気寺ザい亀つと感じて声が養トけちれ

った。どんよりと番った乞う天鳴り町小ら鬼は頼り最造り磋鬼が想像さ

。ゆきは来てt巧かった。廃り者が短らせる席を短長与や＼ったりカ＼も転

鬼は番田を失った愛しさにも増してあっゆききんり車が気になった。

苛つも＼思きんに憩めを官って潔やさんと滑落についたク

エ廣∈日工南紀と言方れたりは次っ泉であった。冬ではもう竜苛つ軍もゆ

り音も他人ウノ亡で斉乞うゆヒ冊ヾ裏来たりで、之今上乞う緩りゆきき

が東棟りだ〃た。あっ不幸り衡ま簡風な年春色温っ仁ノ切りであったし

rラγ）



勿蕗之の逐寧底衆なかった。

rお琴度します。．ぬく果たのは先年り為＿峯だっ上∴　として凄さんはもう私

の音は忘れてしまってい十二。ゆききんの蚤も碍子がない。

「喪は去年お控酎二なった牽虹です。．「あゝえいじゃけさの一一一一、－っさあさあ

まわお上がり写されp」あの二八が雇った痙厳てゝあった。阜務の鴇がそり泉

の締り蔭を嫁1てやはり去亙り鶏が釘－て」）た。

「はあでゆきはなあ亀の子鶴でなかったや，親政り子でしたが南顧ヒ七草う

なくなってなあ。唯一八面倒見ていたゆきの兄が八蔵1二いえん病気でなくな

Jほ‾したeゆきは一一一一一。」「ええっ。」　女は二つ痺あく蘇凍上れて∴巧い）撃を

思い由し十二。とうだィたつか）冬やづと適切の病気が皐恒たりだ。布鞄あっ

商工八を韓したの炉。いやあり喧已一に八・一一。庵に、庵にはどうしようもな中

ったのだ。「とれごゆきさんは。J「そ一句うゆきは新宮の置き雇へ一…一一町長恵

に。もいであつ子が包みから行く　と言い由しく一一一一一。」

私はそつダウ再f二乞う庵を由た。名確りが構い）ヒ留める蒐選り烙意に礼

を云って貴終りバスに凍った。正直有だか泉東寒い臭味bくして兼が起したも

り¢各では新宮にいるやききんう奉が心に払った〃患ヰ底尊家琴憂大塔とも

一入やり悠らしl）署がいう如）で泉は東和にも止らなかった。

をう置巷は密度や去った逸り汰飯島大きかっただけに簡風上虜薄日トつたが

そこから咋きをせ慈したぎ祖壕というつは凌すりミニ少し骨が摺れた。

rそうでしたか。ゆきちゃんはねえ三河ばかり希にこり町の大旦那で与良う

秋本も畿うてる八に永揚げされましてねえ。有でもそつ八には布ザないと小

麦うこkでゆきちゃんが後妻におさまって。もらし、あせ冬、ヰうすぐ子東が

虫束ますがな。乞うそうそんな架なら7壊奪ってめげなしたらゆきちゃんも

尊、がましようわく。」そりお束雇うお⊥きんが他項まで書いて渡したが、象績

もう奇う気はなか〃た。大赦つ療み上げられた熊野ili射り弘に曙を下ろしな

がら葱はゆききんの幸せを弁えてみた。胃を香車にする環冬を脊負わされて

乞れすらおらないだろうあっ威せ礪審ちつ横顔が′町か親しいもりをたゝえて

1、たことわヾ冬から弁えると彼女の薮まれ落ちた奉かふ、乾に淡めふれた夜嶺

だけり私モ、あったのだ。偶で番田がそつ畝に絡み込んだにすぎなll。壊せだ

けり岡きれた路、諮切結をこんご生り鼠を歩んだつだ。温もどうし互うもな

い私の蔚された隆も歩んだ二人がねには幸せだったろうかと喚問を塵げ句＼亘

る人には客もる術を知らない。でも竜田はケくとも苑あまでは車せごした。

乳しこゆきさんは。Aはもう刹ぺかもしれない。生れだからこそ思わずに滞

ろう。鮎は喜怒に痩けた熊野矧二沿づて走る列重り恵によ冊、力＼ってあっ十
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つゆささんを心に逸れて摩ろう。新宮つ町はやがて㌦枚う地可になって

机上にある。こりゃにきづとゆきさんは冬日も添田の挙を陶に総めて

嚢してい雪目こもがいない。

71万●r太7才（二心　Pl・eund

2討生　　各　部　好　寒

永ギィ・フル／シヰ←首、フ・薮．いとこちでは池田常人から乞食、・スり・強盗

人
血 こうせりや1ニ多く足し多くり生き方をしているが乞食、・スり・強盗

えも入間である東上何らかつ鹿ノ直があ雪目まずだ。例えばスバ泳駅う練れ

でdなれば廟ううッシ乙も感をきれるだろうし、強盗はえっ窓ゝでテレ

喫重り300d hとentになるくこれは冗鱗だが）、たとえ率札付八軒で

十人十色という言馨りあう双⊥蘭他や長竹があう恒三。しかし呑舟はっ

ん八部だと舞える人は色糸で、台本り痺敬を洛激していないつだ。たしわ、

ネ
白
山で 乞兄い由し）こくいもりではあるが亙り友達が之九を教えてくれ

なぜ専ら嵐の友産というものは、わ5人に養女を荒し〕適さずして、東に

れるということはなく、月夜を草敏しているからなつである。こうせり車

いろいろ・り八が＼、て亀谷う長節を高く貰って裔樽になった一㌦色魔の森

略込んでしまう人（食外一女櫨に多い）もいるがこ巧席なノしき二は泉の表と

ものは由来専い。重度三軍頃り廉亙り寓だ示　l渚こてル　ヒい　東風に

ヴァ耳∴」ヾナ一打扮する毛イ亨は「色麻を媛することは豪気ない」と

いるボ東女は包みの長顆を乳い起していなゎ＼ったからこう、、うニヒを

たりだし、文包ふう長所を鼻面）二蓮そうとしなカ、ったカ＼長、求めろ友ぺ

礪）を葦吊t与わ＼ったりだ。魔手の鼻息も習、めでして同姓とつ詫びっき

｛めりえないのモあきが常食閻魔つ壕谷、ほこり叙外ウカ、即ち魅釣魅

うもり勇ヾ大きく影響する。し七＼L Seメだけで鱒ばれた東博史治療尭

っまでも経緯する二とは衰来ない。映泡や危蔽なせJ）角り1ニ表わされ

人そ、夜寒はて了ツタンやスピード、セップズにかたり、刹那刹那ヒ庭

風である。しかしこの鶴亀つ主人公達は最礎に人旬値を打…　もどした

二ヒ邑堵いて、〕た。この1奴葦のバックは現在の平鹿専藤代であること

なければ、いけない。甲磯尊はなぜ平わな徳武にあっ横に慢ぐうか？

珪あ号申二も事由すぎて単純な堕落に飽きたカ、長でめき。漁確りテレビ

竜肇庵巨7く車ラーもり、嶺偵亀の、おだや小耳ものでも冷たい大帝虫洛
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も9－　などに人気がわちらも勢化つめ香も渚を．欲しているからモめうう¢丸

亀、凍・）こてけ　り毛ノラの替？こもどるが彼女も包各色′八の入閣ヒして篭めてく

れるス覇が現われたことによって包みを督覿したっこの歌嵐は教子覿奉によ

る改新鑑モノも八類がこり粗密上から′希きれ奇という噴射やあを小島台本を

あっめる愈庵もないのはき貧やあるかも転れない。芥東泉な姐息粟憩にある

から色麻も不束となる又たとえ病気はしていな　ても旛碑鴎に不東泉である

ことも包まの轟き里見い蓮きれず、一八挽み、あるつま長与＼、ことを思いっ

めて包硬へと尊がく場各がある。缶救う憩いこなったが可本は率ゲ義いとこら

せあるあいゝ。このことは日本人が＼ゝかに妻帯が狭いかという二七を示して

いる。しヰ＼し斉え奇をかえると甘本日、かに佳みにくい4、ということもいえ

る，色覚着を娃中二各けてみる　署塵の斉が争いということである。ごりこ

とは腎睦のオ娃いろいろと舞えることが多く、その上大兼なところがあるい

らだと思う。といって女性り魚類を勧めていうりではない，それでなくても

勉には女睦彗ヾまわってこないつに…一一・一。しかしわな牙句から見ると一女性は

自己礫竃に卑しく忍萄－カがめるカ、長ともいえる。（写ぜなら∈‖こ／軒度となく

鏡を見ているカ、ら免凌がぬ禾てい尋からだ。）キりスト教を濠密教すること

法大軍であうとされているから鳴り智では少ないりかもしれない。私も包蔵

をするもりは愚かなもりと希える。外軍人はどんなこと1！こも多かれかなか丸

亀食う意見をもってい考が日本人にほをういうヒころがないという二と宅原

軍だろう血液尊底Pパd鐙をもってもつるりだ。P石de　と＼、っても過ぎ＼たる

、摘ばでが如しと、、う様に・色煙れたり、禽軽になってし～まえば、亙り女人は

もて専いと転に記した湿りである。私は浮気なところ示あって書いている塗

ヰモ｝吸モもすると考えていうこkが葵なって乗るうで東上う嶺ヒ鮭があっ

ちこっちに入ってし　って轟射こい、ヒ習いますボ悪しからず、春鶉み終っ

た人はこいっえらそう甘老女きゃが宣て、お針こはあ然宣布が射、々な両＼

ヒ思われ奇人につけ加えておきますが、勉は心藤りづよいオゥ本吉ゴ子ヨイ

ヒい　息が東泉であ　養軒でわると斉もていも。

双上り様に貴う友達や教が台風つ八渡りバロメータJでもあるから執政濠

入園はえら＼つ八では専いつだ。偉人には多くう友達がある。とは＼つってもキ

り7日＼教などの泉巌やあての八は恕友人だというのも㈲違ってLlる。
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こもキ

2　回　生　食／搾

菅のちらっく河曜可だった。プラズきっての冬・丈Zさんが、石寮が森々ヒ

凄もうズもーブを骨に心も燃えて来たりわ＼、戚士の知悉すくついて、T音1こか

なり激げし　鰭しかけていた。「私年毎う・…－‥｝昨阜かしら，いやもっと

箇去、らドイたと思うわ。をのころは命、よりももっと絶嬢だ㌦転と思うわ。ち

ら漫ろの。太身よ、で竜骨閂して下さらないの専らそれでもいいっ。あっ入

定槽に転ヶてもらえたら。もれから…一一額かな牽森癌の常だった。レモ∴／式

売ヤシュも斬ヒして．ニ八鹿、軒も云わザに、互に可も亀谷、つていたっ正長。

屯筍に涼をためくうっむいていました。とうとう級は云いました了あんた温

も－そんつね了　私は顔をあげて磯を見たの。生して嶺の筍　見る上布ん

好かほっとしたり。浸ってあんなに　わいだった巧だもう、鬼が間違ってい

鮭ヒい　二ヒが守　に解ったわ。勉が勧めて磯に各っ転句蛙、そつ時じゃ彗

篭、りよ。＆うね、寓枚うエ年や唾だったわ、そりときも今、甘えたいfニ雷がち

らついていたり8鬼はオーバーにくるまって番いこもつたう。私は替がらりも

やも三毛＼長，きっヒオ〉べ）が牽いていろ巌だったヒ思　わも　堀鴫に底紅い咲

きろ桜があったり。⊥

歳女は蕊《疋ボ癒えて束たかりやく艶っぽい問でT君を見た。そノつカ＼来，い

匁、壱色かサ小に帝きっぱなしりまま，そり轟だった。

寂女は突然一一一一一‥－。

堵嫁それでしかるべき捗ったん養摺ってつな。諒PZきんヒT秀にとって、

各、包称も最も単純であったかノもしれない。和恵り思い出と計ら〃ていう車

に、綾っイメージが丁考と－‥一一…。いや坦かもしれない。丁宅1ニ初恋をうち

もゆるというのは　すでに藩鹿恵戦う乗じT鳶があったりだった。暑い常夫

がきまり悪そうに額を莞各わせた車には、蝮かい冬今武略はすでに啓の至言こ

潔もやに小十んや、轟々ヒした翰癖も見せていた。生れは、あナこかも線審こ

風琴一一一‾▲一

彦と走るとすぐを町村は畳のしげく泉ってtさる往う広くなしゝ湿りだったp

す滝貰って、をの鼻やミ乱れと見つめた。「俺は一体各町をLiうとしていろ

巧蜃、。この女に摩り気碑宣告そうとしたこと嬢確かだった。しかし一体，何

rきち）



を藷一乞う　という　射＼、尊きだとまうのか、本妻に好き守りか。Jl喪養桓9せ

が計日射一号窓っ車に泳ぎまわっていた包みも習い起そうとした寮と，嘲已

走る　勧皐琴洩れに各わない台本　もどかしく貰った。何か藷きなければ■こ

そう思って，とうとうロを同いた。

「殖奪う正円の撃だったと港うボj年億回りで　とんでもな1失敬をしたこ

ととおぼえています。薮入り家へ藩がに待って）海に蘇って織り込んでしま

ったんモすさ」

乙り境や堅気に娃金無良く、、来ない，まるで他人事のようなコ詞だったし　こ人

は番って疏いた。あせればあせるほど　何何も頭山寺等い津は＼なかった。電卓

遣りへいつつまにかヰって来ていた。こ人はそこや利れた。夜は何かしら宴

、、・．こ、J．．・∴・・∴

どんよr葡んだ鼻鬱り可が焼いた。外は二つ二三軍曹｝づない上天気だっ

たが・希に敏藤っからっとL†こ培い風は、外宮巧サそとめ養東上に鴇ぶって

いたり　下腐り）高儀り大きなガラ天声を困けうと，枢密らザ少し曹化蔽う凄濠、

巧顔だった。

下から下廃りおばさんの声がした。「お友達ですよp」閻えないふりをし

て繁っていた「。トントンヒ暗夜を貰う音わヾしたっ「あらメおきてたんモオ机上

薇は蘇ってうなずいた。「お恵きんですよ、少しも＼たザけなくらやあ、」オせ

叶が終ると下へおりて＼、ってしまった。ガタガダヒ大儀そうな足せヒ素に）

ヒゲゾラり登り顔が現われた．殿の液八森武の友八で，冬は何ん空も東京り

忽立大学へ行っていて　頭は喪　はないが　鹿本は†り努であつ　こ。嶺と手

紙が鰭キてから久しかったせ

「よお、句だお菊か，よく舟ったなあ，まあ象れ。」

慮り簡紅をいぶかる額をしてすすめた。衡招季蔓り車を見廻わしな小、ら凍っ

た。

「学校）こ合いに行った島、お菊が、もう滞って，者なる＼った。で）ここと常い

く来たんだ。いい年に食んでいる守。」Tはそれに教えず，「牽密はもう凍

み打㍉やけiこ早く蛍験が終ったんだなあ」といった。試験と去って森与がふ

曲に練乳が湿りぬけた。めりタから夜にはもう弦験などどうでもよかった。

Tは哲は尊渡で，少しノJ、果て～つ寮康つ育ちだけあって色名の常であった¢

東泉と云をぼ，人J、冬が寒い位り量りだが　もれも帝の　すぎる為に、庵

八の馬鹿さかげんきこ入り込んでいけないといった穫額り通りだった。現嵐は

棄怒りし脅じ下毒しこいるが、魯宅は広島す巫＝ニあって　智東で20外窺い

った村にわ上　そこつ揚っ大地主で、各は私意∴首貨痘〔とはいづて竜也オ

〔5占う
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的確ものだったボ　つ経営恵や、某はすでに憶者ヒりづた身命だった。

｝度二の米車、急如く呆た喩に、敏は声ン耳に虫摩トけていたこkがあう載廉

料鮭僧が誰モある畑左、鶉鼻緒葛がもっとも夜く衛存短でわる。漁各、わが、

ままで青〃た夜やさえ，この父には頃が上らなかった。

rお、希近頃どうも壊子がお力、しい。小童いも倍になるし、顔色も喪くないと

の下廃り小節きんわ、ら句ヰ紙にやって兼てみたが。⊥　年老いた親父巧白い套

涛毛が廃炉に下りて泰て、そつ吐気っ射）百七同じていた。Tの額には、宵

んとも畿明しがたいあせJトがあった。「こんな汗へ、乙さんでも束たら一一一一一守」

Zきん七ヾ塩む亨海からは＋舟と漆かかふない。でもあり蓮来賓があってか

ら隠、夜女の足も二ゝ少し、速ついていたりだ。今凋当りもしや一一一一一一一。

綾女の可愛いい顔もありも島オデッセイを呪う老渡った丸となった。

「お邪魔しますっ」下には象も昏射Jのカ＼虚希にある　がない。Tは穴と

顔を見患わせていたが，やゼごて何ヵ、乞靡壊して下りていった。

しかし夜卸こもそつ東森は奮切られた。そこに立っていたのは夜の薫ぬら兎

八でめィた。「お邪魔します。こちらに丁さ初志…一一号J rはあ，Tは健で、

寸もヾ．「はあ、車し選れよしたっ斉は鬼J Fり砺‾でご才＼もうます。弟ケ苛にペ

いくらょっYか尋おしたい二王がわイて一一一・一ゥ了揉め，どうぞ、j　衡台地禍ミ

や仏に各／つた顔付きで廠ヰ乞招じ入れた。親父はそり少なコントラスト巨㍉

戸惑っている風であった。Tは簡風に純朴を漆ますと、包各も気衰り葦そう

に乗り込んだ。

やゝあって、r東は弟が誼頃嶺子がおかいり尺㍉誤と一恵親しい奇習にぷ

尋ねしふうと思い貴したうな酎左近頃象に滞ろうわヾ藍く，酒気をおがて鬼に

もあた声）もおしノ　たかこおとなしくtていても、勉にロもさ、ませんや。勉

′・‡●・一、一・　●・二・．－　…　　●．、・●二　°●・一一：■●　．．～　　・・・　・．

た。

Tに戒心尊日があったっ鬼司のはじめにあっため舌音素各でゝ　薩摩に＼亘二束

しい女子義疎生に　F食えぬに魅克ち九てしまった。し小し綾は丸が凝弓＼っ

たりでJ骨秦各畑まじりからをわり号て㍉ノ止り車でアイラブ∵ェ一七云い行が

い．　‥　　∫　・　・●．‾、　一・　一；∴・・　・

Fは乞う後も重電、汀寒町漁りで、嶺女と起ふっ十二二とがあるボー　鷺しか

ける旛冬を泉なってしまったつであった。えれ東泉，Fは、も、きざがもで，痺

登頂に洩選を訟みる鹿になった。

Fつ気韓はTにふく布って再こゥT竜泉も同じよう与悩みをもって目上∴

T沫Fク）東雲セしてやづたeそし一L貴領につけ加えた声つ極みつ一部には、

（37〕



憶の態度にも蜃現があるのではないか。・つれ・）あ恵山こもFに干渉しすぎ

る巧では射巧＼ヒ。もっともこれ穂．かたわらに廃っている破り犬へ今夜色

女り食解むもあった。Fの命は帰って、ゝった。範がTヒ被う集り二人だサと

なった東，史がお乳虜の魚き乞はじめた。tかしわより厳しいもりやは桐、

った。Tの父も，Tの鬼獲り官費をもっともだと思ったのせあろう。恵子も

もう大学生なつだサら，包みで恵庭める行動がとれるはずだとも怒ったの灯

ろう。せ旬つ親馬鹿が思うように，色麻つ息子はえらい人為だと思っていた

つだうう。

丁の父は笠日輝って＼ヽった。

嶺薇らで蚤うっ塚竃が鹿き，恕夜．隻を醜めノ轟くりム々り絶大な風を）

腎り粗を明珍て、わりし督り畠命の凍り敏考を渾し）簿べろりで怒った。そん

な終了、つも習い乳も亡夫由を口ずさもゝつも、又頼り櫨窓によるつでめるQ

、、ああ，うちわしの亙養よ，遷ぎ去き）てはか零し

索しき漆、泰しめ．　　　あす転らぬ八つ令と、亡

ともかく　冬は療碑的にも南東裏目こも　過去っ包みとは名く異なっていうり

モあっ「こ。

ある曹りちらっく軍か千倉，T強度壷に恕丸めように，Fをつ堆てそっと

教皇を由たっ訂書館う首尾で、「烏は最近生活がだ落して＼、もつと違うか。

巌みがめるなら魔王云ってくれ，虫乗ること専ら打んヒカ＼してやる太り」　と

去った。しかLF娃女のニkだと撞云えなか／つ仁，なぜ㌔長戸はTに対して

－壇のジェラシ㌦色感じていたげらであ毛。し勺＼し、Tつ寵一徳には声り頭では

とう　でいかな▲わなかつた。Lもこしミミ、一を東谷の冒つ　こと色艶礪iJたっ

「よし，号かしときn」「モ曹浄番号はわカ＼っていろりだろっな。」r‾うん、

招ヂ〕7日7だ」「卑▲うう、、それじゃ、－革向後には君う轡に級七七＼ら各級

が泉もだろうよ。楽しみにLtきゃ。苑気軽ヰよ。」そう云しゝながらもT底

破り車で、色々∵ウニとも弁えていた。声は凍寒には虫ているわヾ，ぼうっとし

ている状態が多かった。それは名．く廉琴も＼長ぬことであも。冬頃かなって夜

女七、ら各組が来て次来j三軍ヒ欠かさずデートをしてt－るりである。そんな

FをT底，’－選句ばかり発表もっていたが，ある日展壁にFを．下宿につれて

克て，「女にうっっをぬかし、草覇に身が入らぬ横やはどうすう、」「うん、

ギあっ壌つ額がネ1ニ鳴ってしかたない▲勉薦しようと思っても、由束んつや。

が、そのうちに立直るよ。」　Lカ＼LFり乞んな束態が－ケ胃も俵いて、2円

ウ勧めには、尊び以希うFに返って1）た。七かし、色の入電庭は，東上の戸

ヒはOrder　の鷺宮もせ零にいるのであった。
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〝ヵロザスの詮文集から（耶〝

3回皇　宮　井　狗
し＿＿＿±

P中帽rand PoLY九nctionaHty
（鷹合富合の官能碁による説明）

TrdnS久木ons Tqrd・dqY Society　⊇呈，う？－49（1栗沌）

カコザ′て洩、績各藩各を√礫に　二宮寵妾黍つも巧と温こ　掃き六er－

Order　のもっとに和すて斉をた。夜はまず　口車nC打0個Z　と沖だつ例と

して，わYdroズy GC局　と凍っていろ。

（‡）ニ骨組　茶系反　：　　そり反応底

HO・針COOH十日Cト養い　COOH

→　昌〇・尺。C00RC00日十日20

と守る。上り足りZケつ反応A子はmOnつのerや，最触り史成婚底27一つ

壌達風位を有するとごろつd抽er　でわ毛。二つ複応で、、最塑つ宮鍍墓ウ

キ外科消滅してしまった苛に与る。同級にして之ケっ工夫テノレ鳴ふっ虹成

（tr晶er、）の苛虎は，占7％，転frq仰erでは　7与％乃安産に量る。

よ．．鬼．

戸：原点庭俣（Dをヨree gナ　reac打つ∩）

ユ：草均喜乳度（AVera色d∈ree吋叛車汀虐パzqUっ再

とする1と、

i r●J　工，．

なる常備式が成立すうっ（ノ）かギ1こついては梁考慮．色とうぅ

O d、ど　q管　q？　q9∫　0、99　の、99チ〉

7　　2　　5　　　7ク　　20　　佃の　／βのク

（7）

斗婚外子豪は（上り義も、ら明らも、な通り）鳳尽阻喪がa95　も越えると

患激に上帯する一毎旬フ二宮卜〆）
ここで，cclrOtherSはこう鰐為を下して、－ろっ

「復水故、鰻各（C）食餌二威って．巨大赤子を得ろ車も不可能な軍で

は専い。もし、Pの促も日に速すると、（琴洛鴎に底）久子蚤は無頂犬　と

r59J

甑



いう宮になるリ（（7）式そ　必読X＝ニ∞）」
アサ上

は）㌢官能塞反応　：

二の領短蔚な刺として、尺（ぐ00日）斗なる噂をとりめげて、生してそう久

子筒底布施の生成り無茶を考えている。ここでつ条件は、夜応はどう機鰭に

諒でえみ子内攻応は蜃らない魔ナよも引こ限られている。そつ吸と　A与　で表

わすと、その奥水塊は、

・．こ‾　十　．・∴・、．・・一一・∴－‾・′二‾‥　　、ご∴　イ・ご・一・●●　ト：

二でSubscr車は各単位（境達）が二つの永複応つCqrboyyLsを各

んモ、、うち奉を示している。それ故　あての麻子が岬つに藷各し、最早それ以

上、各号硫安応が養7将領）もりとすると、当初に庵点した戸行う官能塞つ

きC％つみが消滅した奉になる。（よ．鬼，Pニ0．5）（ここモみ嶺餞今生戦

は，勿恕二の舞諒に対して、／町らつ葡馨を与えないもりであうぅ）

も＼（して、蔑応鮭度ヒ童冬，官能碇度筒つ｝東武を引きよし柊る。

ブェ官能也度（d望化e少子un正極na招y〕d・ktの0nO鵬r、
令＼手当りつ官能塞敏

N。ニ当初に泉放し十二研OrlO椚ei（命子敏

ヒす巻こNof二老師二席鹿した官能基数となるQ

N二塚慮腐り　桝OnO弼er　命、手数

乏し鶴一N）ニ（2ケり官能象が－つつ繕令で史夜来紅毛から）

支点に億って消来しナ二官能基数。

土器旦＝毎Cかつ〔呼毎C右on osと
エ　ゴeXte庸　of re且CUon

N頭は明らかに早婚愛息度＝Xでめるから

上り式b＼らN。，N　を鴻去して

．・・∴∴∫トト　ーこ‥こ　ミニ　‥J‥・・∴・‥　′　　　・・

となるや（什j武はr2）嘉で子＝之としたも巧であるっ）

ここで、この式つ輿諌める応常例を見てみる。例えば、，ニ亀寒報ヒグ、ラメ

コールと乞衰勢すると、線状点りエステルが生成するが、そり顧つ滴洩経週

に薇って、そつ生成反応が測定されるにつれt、転成物っ平均外千草壕、お

そふく（2）式に観って上帯すると思おれる。確巨よれば、その複応は99％

を尭了した複は、韓奇に複層と与り、命子馨り汁尊慮は桔β0ロ～2q仰のに

並ゼミとり泰である。生成願意町境，可漁であも。
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同席にエ温泉蔵と争tj七りンヒ毎熱する‘ヒ、叢か底質息が進行するにつれ

そ、生の混各始り恕度は埠債に寒地するだけで、覆う多くは来者点りまゝで

あるに量強わらず、そつ滋度は鹿寂に壷すう。鼓戚軌ま木唸，不渡である。

明白な事であを示、エ官能碇零点は線粟ポりて｝巧みを生麗し冬るぅ　そつ壊

せポ11マ〉中には、準骨な高谷子蚤に拇てすら、えの泳鮮度ヒ略解積が消失

しな＼）という駈晦わくあう9　しカ、し（こ塩基蘭と射）セリンの如く〕h79her

oy、der、のものの夜応は骨に三次元的に広がる可能碇のあることモ示してい

る。さて藷味一一・・、－－A2－A2－が－A2－万－－‥一一で表わされた患水物童こもどる。

二つ磯もこ7∂0温色長でありd、九、200のC仏沌0XYまS妾有すると條展する

と、そり慮な命手痛溶蘇∴喝韓する事は哀易でわろうと習われうつ　しかし、

更に命手首孝志が起るものとすると、鎖は架橋碧尽き丸ねばならない。各項

わ＼ら2ケつカルポキシノレ塞が滴威してしまった韓、餞は金で巧＼らみ各って∴

盟－赤子と化するやあろう。この藷薬、（200巧拙レポキンノー．去り車モ之ケ

がなくなった訳そう残存するCd座〇XyまSは7％の消滅と守る′又可溶軋

年頭用とヒいう晋もなくなるそあろうっ

各が（2）式にもゞって，もしXが東宮に大きく雫与と　く2）東やオニ筏

は蚤喝やきる。　　　　　＝弊

この式によれば、反応度がどう亀で、本手蚤が泉限大になるか又、多官能

鼻薬の有志に於で，村塾でヂノレ化が転け、外字同友応が隼五するカ＼という事

わヾわかる与（ゲ心地ヒは木造，不癒り3次苑嬢塩物が薮威す傍Q d諸．各号

竜泉頂太り巨木赤子り生嘉を意乗するQ Pニ了の場各、である。）

〇二官能塞夜長では・〔子ま2つPミラウニ了　であさか＼、二つ鹿漆奉幣には

到底逢し得傑作臣再巨　ケ㌦ィkは浪して蜃ふなもつであら

〇三一官能産衣兎にオLtはそり鹿喉碇漆戸こうら　い弓竺51

0電灯官能姦冴応。犠新主やニ柁（∵ヂ二女）であるり子叫の番Jズ＝70β

とすると、Pご〟チ5％　や所を湿る輝に、首長夜恒て磯少の棄北が寒っても

そろ平均赤子蚤は～ノj＼さ河童拍＼レ大きい健．に索然密るりに気骨くであらうり

巨資ニポ長でナニ場として妾二手菱声FA）
（2〕武を点間するにきっては）巌ぬ，そつ場の化学詔僻を身庵に入れねば、

専らない。各蟹階に煎て、反応が専ら久子句に慣ら丸くいる専ら、エ奮鰻谷

は・ニ蜜恕能　doub e unc石0れ）として勘定きれろゥ多官能庭化ふ勉

で洩，それらのあてり官能基を布健する事は多くな守㌦

ジェンからりポリ7レンや姐戒に解して底、ジエン今摘引立嘗今泉が、
ぐエりj



最詔＝二法萄するっ残＼った官能量りこ奮鰭各は、少し糸車が奉ったところで㍉

寒塵を史ずる。アセチレン呟Ⅶ官能吸化各地ヒ魂なされるので、CuPrene

鼠成り時のもく単軸するでめろう。ジヴィミ／レアセ手レソり生滅にお1、くk

Cト之＝CトトーC≡C－C十十二CHg〕、そり不′絶無や車外のみを勘定1こ入れる。

こう物酎ま文教青谷の敵対の後衛において，e・訝・

C滝ニCリーC…C－CパーCH之

ck轟＿C≡C＿CH＝C最　愛生じる。野もエ官能

化冬物のように猿島う。しかし、ジヴィェルア七千レンの金てが考慮してし

まうずっと叔菊に｝ゲル化は頭骨起る。（2）式が毯同される夜烏の大挙か

ほおをらく，五つに感い軋って反応する官能塞りこっつ反応徳を㊨む斬り、

ムーB型やあろう。それぞれ巧次点体がA282なるこ官能楓のもの専長夜応

は仝鹿として事実上二官能底やあり、A3B5専ら三官能蝮という夜ガであるっ

しかるに、A k Bヒでり丸子重りり当啓薮が募ってくると諒は混入してく

る。C。lrO鮎er・S底ここで，Zケり可能鑑を邑糾しなければ尊いとしてい

る。　d．え

（a）　♀均して、Aり風溶あきれた麻子は84＼啓の村塾教畑十の藷各岬血

eou〆／n9－を呑むとすると、官能姓良は，まつり貰応埼（A，蜃）

が等しい貴だけ凍られた牽りもれらの命・手堅きりり平均官儲底で虜るシ

かくして、掌り反りンく君）と泉水ブタ′レ醸（82）とり凍応（A562）

や嫁、草月セtlン2モノレヒ5モノレり泉水7タノレ噂をとらねぼなら凍㍉

から、（金本をは　ZX3＋3X2ここ72　り官能泉が5各子中に看るも＼

ら）ヂニ†弓在＝2、4　となるQ X£毎では夕空約・拉こか・933

これが反応曙葦をある。（き3％）

二二∴∴∴二二一、－－∴1
‥宣告一二十。．・一・ご′言一・′二・・－・二
丈→上村
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′

モ

これは，ぎ3％膏能基がなくなると、みそ覇者后が温ま零し1番を示し

ている㍉（．名．こう値は廃村なる忽桑、せりA！β2衆の反義がぁろうヒ

ゲ心イヒり恕ちなもう対に達し希う福大有益櫨．を示している。

（b）　もうーつり大きい可能故は泉下の磨くである。

可も掌りせりン泳者初、鎖を生じながら、め机、も、2官能射ヒ冬物

つ無く薇奮う。　－AL8－47－8－武一8－A7－8－孟子。．

くプライムは束夜長氷噸基も示す。）しかも後に、掌りセ暮）ン各そり

あては、そり官能塞りうちのみも軋って一つに鰭息すう。（勿冷、

鼻水ブタ′レ番うシ与は息く兼夜応のまゝである。）ここに、子宝3
ぐ斗2）
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ヒして、ダ　ム払7％　これがゲ心イヒヒ両汰し寒さ最小長森席であう・

れレ化今夜応嶺は・多くの轡尭肴の喪酎こよると∵彼に7g～倉0％

の闇である。

（e骨　Tournこ如二eheふ．soc．封，よ卵、（7929））

骨盤庭應（f）が教首～教子に速する締り食尽夜点線車斬こ食草なもりや

あって∴ゴムり如鹿（そり賢いゝ鍵盤は木だ茶粥でめるのだが）はえっ′刺

である。そつ罷塵は、加硫がこ奮鎗息の反応を温ごてつ解庵の結果であると

＼ゝう見終に有利であるように傾いている。　朋現今磯、凍り認しい挙は未ゼ1こ

わからないようであるが、炭化水泉南り複＼、顛つ軌こ袈魔ができて、それら

が鼠～二線尽して三次元的鹿連をとう事は明らか定めろ。）カロザス湊加硫ウ

タカ三乗ムと氷り巌に硬直して＼ゝ与。

即ち窓千のこ書籍ふやは

：CニC：ヰS　一一→：C岬－〔∴
－＼．・1・／′

ニク購遣り硫化線は禾壕藍である宮がおられて、）を。そして更に醜壌丸子つ

呵頼り墓を反応が起るつである。

：二・・：‥　一　一‾∴・・－∴∴

二女恵みが戊8〟％だけ消滅した薄，又庵鹿骨がか．OZを蚤％亀考慮した料

ゴム郁子はあて賀庵きれる。却硫圃場に冬する鶴首の最低値は、寒験的には、

無色は％である。スタウヂインガーヒ木イエノレはくチレン車りジもヴィこノレ

ペソ雇ソのくいり％後産のものは不凍砿ポりマーとな春草乞紹／トしている。

Ber中　込ヱ，日昌隼　日934〕

∴・・・・・・　・7：∴

（軽3）
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豊山科　泰牒
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張　　大軍永インキ曳連

螢刺化学

東　　泉碓レ｝∵ヨ∵／

簡苛　　一恵六大学級

慮　　声森工栄

釆∴東館 蜃工貴志硬

線閻　廷転　　宅寸摩子三寒

「二喜毒葉書汚奉書璃㍉：＝コ

弓一切女、　来　て訂　一昔　一

3Ⅶ史　　蕉　濁　治　寅

3可も　　阜　吊　料　虜

3評且　恵　玖　風　車

線喝詰り召褒ち＼らしこ，太い屠り編集泰葵が窒重し、ユヒ雷。ます今ご

7．2可生り希藤的専碁加を奥衛し尊す。

、JfS．：



腐轟腐配

裁そネり£闇姐が入牢した年、W回生であったね肇湊

が、東門り化学の鬼り狭い也7シヨ十日キムから聴衆

すべく、－づり車鐙としこ、線喝亀の洛布をものして

わ＼這，ヱ阜間を饉浸して・本法はやっと占号を亀布し

ましたもヾ、冬草から法認行革教を多くし了叡線化学科

常数名終夜が鬼女奇とi療そり覇藻について、滋に凍

て奇　たいと篭います。こう康な恵東で、こう磯常

窓が、いわ呼を髄しない句境を農喋をきれば、二つ磯、喝

慈りささやも、な習鋸は痩せられたと思います。

次号からり原島は，新鶴を蟹汁ず、豪農し毒す竜、ふ，

各プラ乳冬頃又は編纂蜃毒に、どしどし、尊慮して下

さも㍉∵轟、表紙のデザインも森泉しきすっ本号のギザ

インは、ミ可宜ウキふ君りアイギアを塔f）ました。

（拓　亀　子）
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